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エ ッセ イ

機 械 翻 訳 へ の 期 待

三菱電機株式会社 常務取締役開発本部長 大 野 榮 一

 交通 手段 や通 信 シ ステ ムの 発達 に よ り 、 いわ ゆ る

ク ロー バ ル 化 が 著 しく進 展 して きて お り ます,そ の

状 況 の 中 で 、言 語 の 壁(Lranguage Barrier)は 、若

年 層 の 外 国語 会 話教 育 の 活 発 化 が あ る にせ よ 、依 然

と して 存在 し、 異 な る言 語 を 用 い る人 々 の 交 流 を 非

効率 的 にす る要 因 とな って い ます,機 械 翻 訳 へ の 期

待 は 、 ます ます 大 き くな って い ます 、

 しか し、現 状 の機 械翻 訳 シ ステ ム は 、 気 軽 に 大勢

の 人 に 使 わ れ るよ うに は な って い ませ ん 、率 直 に 言

つ て 、 ワー プ ロや 表 計 算 ソ フ トの よ うに広 く普 及 し

て い る とは言 え な い で し ょ う

 そ の 原 因 は 、 い くつ か 挙 げ られ ます 、

 ます 、 自動 翻 訳技 術が 未熟 な こ と、 次 に 、翻 訳 の

潜 在需 要 に結 び 付 い て い な い こ と、 そ して 、 シ ステ

ム の導 入 ・運 営 の 問 題が あ る こと 、 な とで す 、

 第…に、自動翻訳技術が未熟なことですか、これ

は文化の差に起因する問題でもあって、すぐに解決

するということはまず有り得ないで しょう 今後 も

長期的に研究開発に取り組んでいかねはなりません、

 従って、現状の翻訳技術で役に立つものが何かを

考えなければならないわけです 、ここ数年のいくつ

かの評価報告によると、現状の機械翻訳は、自動翻

訳 よりも翻訳支援 ツールであるという位置つけが明

確になっています それならは、翻訳支援とは何か

ということを、もっと利用者と開発者が協力 して考

えていく必要があるのではないでしょうか、

 第二に、翻訳の需要が大量にあることは疑いあり

ませんが、その需要が潜在化しており、訳されずに

終わる文書が多いのではないか、ということです

マニュアル作成等の情報発信業務における翻訳需要

はもちろん大きいですが、情報活用業務における翻

訳の割合が もっと大きくなってもよいはずです,例

えは読み捨てのニュースに対しても、気軽に通信経

由で翻訳会社に依頼 して機械翻訳によって速いスル

一 プ ッ トで 訳 が 得 られ る よ う に な る とか 、あ るい は

ネ ッ トワ ー ク上 の 機 械 翻 訳 サ ー ビ スが さ らに 簡単 に

利 用 で き る よ う に な る とか 、個 人 が 自分 の パ ソ コ ン

で も っ と気 軽 に翻 訳 で き る よ うに な る こ と、 な とが

望 ま しい で しょ う 、翻 訳 シ ステ ム 開 発 者 や翻 訳 サ ー

ビ ス提 供 者 の 一 層 の 努 力 工 夫が 必要 た と思 い ます,

 第三に、導入コス トや運営の問題があります,導

入後の手間や運営コストが高いということで、翻訳

システムの導入をためらう場合も多いようてす,利

用者用の辞書の作成や保守にコス トがかかること、

前編集や後編集の手間が大きくて運営を うまくやら

ないといけないこと、等が大きな問題で しょう1

 辞書は、 一開発機関や一利用者たけでは解決が難

しい問題です,各 種テークヘースが ネットワーク上

で提供されているように、辞書 もサーバ的に提供さ

れるようにならないと、上で述べた情報活用業務へ

の翻訳利用につながらないでしょう また企業内に

おいてのインハウス辞書の構築と利用も重要です,

それを支援するツールの充実や翻訳 ・出版関係者か

らの辞書供給が必要で しょう

 また、編集の負荷に関 してですが、後編集て自動

翻訳結果を修正するという作業は、翻訳者にとって

負担が大きいわけです,翻 訳作業支援ツールの類に

よって翻訳者の編集作業効率を良くすることが必要

であると以前から言われておりますが、現状のシス

テムを見ますと、またまだ工夫の余地が大きいので

はないでしょうか,

 上記の問題を解決するにあたり、当協会の意義と

役割は、ますます大きくなるものと思われます,当

協会の活動を実りあるものとし、機械翻訳への期待

を現実のものにするため、会員の皆様のいっそうの

御協力と御理解を賜りたいものと存じます
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 二1一 ジー ラ ン ドと云 えば 、 ほ とん どの 日本 人が

抱 くイメー ジは 、 ラム 、キ ー ウ ィー フル ーッ 、オ ー

ル ブ ラ ックス、 そ して 、中 には 、つ い最 近 、 カ ン ヌ

映画祭 金 賞を 受 賞 したNZ映 画 『ピア ノ』 に描 か れ

て い る初 期の 開拓 者 の苛 酷 な生 活環境 を 思 い浮 か べ

る向 き もあ るか も しれ な い.し か し、 ここで はMT

利 用に好 適 な条 件を 備 えた 国 と して の一 面 を紹 介 し

てみ た い 、

 ニュージーラントは言語学的に興味深い背景を も

っている,原 住民であるマオ リ族が人口の約12%

を占め、英語とマオリ語(1987年 より)が 共に

公用語となっている,さ らに、南太平洋の島々から

の移民の話すポリネシア系の言語に加え、最近では

アジア諸国からの移住が増えており、彼らのコミ1

ニティーでは母国語が維持されるケースも多いよう

た しか し、歴史的にはニュージーランドは経済 ・

文化面においてイギリスに従属するところが大きく

英語が主要言語であり、1820年 から1930年

にかけて、英語とマオリ語間の翻訳が盛んに行われ

ていた時期を除いては、翻訳の需要 もほとんどない

状況だった。だが、1940年 代になると、移民関

係上の必要性から内務省内に翻訳局が設置された。

 さらに1979年 からは、英語圏外への貿易市場

開拓政策と一貫して、翻訳局は政府機関外にも有料

でサービスを提供することとなった。以降1980

年代初めまではこの政府翻訳局がニュージーラント

の翻訳 シーンの中心を占あていたが、この頃から民

間の翻訳会社が出現 しはじめ、翻訳業界らしいもの

が形づくられるに至った、

 二1一 ジー ラ ン ドの 生産 者 ・製造 業 者 を対 象 と し

た調査 で は、1966年 には輸 出業者 の うち英語 以

外の外 国語 を 業務 上使 って い ると答 え たの は全体 の

ll%、 これ が1976年 には64%に 伸 び 、 さ ら

に1986年 に は78%に 達 してお り、 この国 の経

済が急 速 に ク ローバ ル化 した ことを語 って い る。

 1989年 度 の 調べ で は 、ニ ュー ジー ラ ン ドの翻

訳 市場 は約400万NZド ル との推定 が な され て お

り、 これ は 人 口350万 規 模 の 国 に と って は決 して

微 々た る数字 と は言え ない,さ れ に過去5年 間 にお

いて 、 ニ ュ ー ジー ラ ン ドの翻訳 業 界 もま た、 コ ンピ

ュー タな らび に テ レコ ミュニケ ー シ ョン技 術 の影響

を大 き く受 け て い る.多 言 語 を 処理 す るワ ー ドプ ロ

セ ッサ が生 産性 を 向上 さぜ た一 方 、 フ ァ リク スな ら

び に モデ ム によ るデ ー タ通信 技 術 の利 用 は 、ニ ュー

ジー ラ ン ドの 翻訳 市場 を 、一 気 にオ ース トラ リア 、

日本 、 ヨー ロ ッパ 、 ア メ リカを 含 む大 市場 へ と拡 大

さぜ た。

 今や、テレコミiニ ケーション技術の発達により

地理的孤立によるマイナス面はほぼ完全にクリアさ

れたといってもよく、まさに二」一ジーランドの翻

訳業界は、今、多大な輸出収入をもたらす可HGISを

呈している.

 しか し、今後翻訳輸出を一層促進 していく為には

MT体 制を築くことが必須となっている.つ まり、

この国の翻訳業界でも、益々短縮される翻訳納期、

翻訳内容や翻訳言語の多岐化に加え、全般的翻訳需

要の増加により、人材不足が深刻なネックとなって

いる点、抱える問題は諸外国と同様である。

 さらには、情報技術による安価かっ瞬時の国際間

の情報交換に馴れてきた顧客は、より迅速で、安価

、また品質のよい翻訳を求め始めている,ま た、電

子メール等に代表されるような新 しいコミ1ニ ケー

ションメティアの浸透により国際間のコミュニケー

ションは盛んになる一方であり、これが翻訳需要の

増加に拍車をかけているという背景 もある。

 電気通信技術時代の到来につけ、二1一 ジーラン

ドの翻訳業界は大きな成長の可能性を胎んでいる。

それを裏付ける要因は、完全に規制緩和されている

電気通信環境、また情報技術の浸透、時間帯 も日本

とは数時間、ヨーロッパとの間には12時 間もの時
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差が あ る こ とか ら、 時間稼 ぎ とい う点 で は翻訳 作 業

に と って有利 で あ る。 また 、英語 が 主要 言 語 で あ る

こと も利 点 と云 え よ う。私 の研 究 テ ーマ であ る、新

しい時代 の 翻訳 サー ビス 「Tele-Translation Ser-

vices」 は これ らの条件 を前 提 と して い る。 これ は

電気 通信 技術 のユ ニ ー クな応 用 と して 、二s‐ ジー

ラ ン ドの電 気通 信業 界 か らの講 演 を 受 け た研 究 テ ー

マで あ る。

 Tele-Translationは 世界 的 に伸 び て い る翻訳 需要

に対応 す る為 の 一案 で あ るが 、 その 中核 とな るの は

依 頼 され た翻 訳 の条 件 に合 わ せて 、顧 客 と翻訳 者 、

翻 訳者 と翻 訳 者 、MTシ ス テム と顧 客 また は翻 訳者

を そ れ ぞれ結 ぶ 、電 子 ネ ッ トワー クで あ る。す なわ

ち、顧 客 の要 求 が充 たされ るな らば 、実 際 の翻訳 ま

た通訳 が地 球 上 の ど こで行 わ れ よ う と関係 な い こと

にな る。Tele-Translationに よ るサ ー ヒ'スは世 界 中

の ど こか らで もア クセ スが で き、 また電 子 メール 、

音 声 メール 、 ビデ オ会 議 そ して マル チ メデ ィアを含

む新 しい形態 の コ ミュニ ケ ー シ ョン環 境 下 の需要 に

も対応 す る。 また 、 こ こで は 、顧 客 の注 文 に合 わせ

てい か に人 間の 翻訳 者 とMTを 効率 よ く使 い分 ける

か も重 要 ポ イ ン トと な る。

現在 、ニ ュー ジー ラ ン ドで は 、MTの 研 究 な らび

にその 利用 の 点 で もまと ま った活動 は み られ な いが

個 別的 には 、 自然言 語処理 の研 究が 主 に い くつ か の

大 学の コ ン ピュー タ科学 学部 を 中心 に 行わ れて いる

よ うだ。政 府 自体 も英語 ・マオ リ語 間 の翻訳 にMT

導 入を 検討 した ことが あ る等 、 各 商業部 門 、翻訳 業

界 も含 め てMTに 寄 せ る関心 は非 常 に 高 い といえ る

 この よ うな中 で、僧 越 なが ら、現 在 の研 究を 通 し

て.ニュー ジー ラ ン ド全体 に おけ るMTへ の 関心 を さ

らに高 めて ゆ くこ とが で きれ ば と思 って い る。

 テ レ コ ミュ.ニケ ー シ ョンの 専 門家 の 間で は、 ニ ュ

ー ジー ラ ン ドにお いて は その 進歩 的 な電気 通 信政 策

に よ り 「コ ミsニ ケ ー シ ョンの実験 室 と して 知 られ

て い るほ ど、 この 国 は進ん だ 電気 通信 環境 を 有 して

い る。 さ らに 、時 間帯 上 の メ リッ ト、効率 の 高 い経

済 構造 、 また 、観 光 、移民 、 貿易 を通 して の さか ん

な異文 化 間 コ ミ1ニ ケ ー シ ョンとい うユニ ー クな背

景 か ら浮 き上 が って くるのが 、MT利 用 に この上 な

い肥沃 な土壌 と い うこ とにな る。

筆 者 紹介:オ ヘ イ ガ ン統 子

 ニ ュー ジー ラ ン トの ウエ リン トン市に あ る ビ ク

 トリア大 学 コ ミュニケ ー シ ョン学 部 に リサ ー チ

 ・フ ェロ ー と して 在籍 中。

 電 子 メール:

翻 訳 フ ェ ア'94

開 催 日 時 平 成6年2月4日(金)10.00～17.00

開 催 場 所 東 京YMCAホ テル(東 京都 千代 田区美土 代町7)

        (JR神 田駅より徒歩10分/営団地下鉄丸の内線淡路町駅、千代田線新お茶の水駅

        より徒歩5分/営団地下鉄千代田線、都営地下鉄新宿線小川町駅より徒歩3分)

内 容 ①翻訳技能向上セミナー

   (翻訳技能上達法、知っておきたい産業翻訳の常識、翻訳技能審査傾向と対策)

  ②翻訳品質向上セミナー

   (こうすれば使える機械翻訳、文書の標準化と翻訳 ビジネス、産業翻訳界のニーズ

  ③パネルディスカッション(こ れからの産業翻訳の方向性)

  ④特別講演(日 本人の翻訳、日本人の英語) 講師/マ ーク・ピータセン

  ⑤機器活用セ ミナー

主催 ・照 会先 (社)日 本翻 訳協 会(餐03-3219-0358) 協 賛 アジア太平洋機械翻訳協会
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研究機関紹介

マ レ ー シ ア 国 立 翻 訳 協 会

Dr. Ahmad Zak i Abu Bakar

 マ レー シア国立 翻訳 協会(以 下 団NIT)は 、1993年

9月14日 にマ レー シアの政 府 に よ って、文 部 省 と大蔵

省の援 助の 元 に 公式 に クア ラル ンプー ル に設立 され

た,現 地 で はInstitut Terje鵬ahan Negara Malaysia

と して知 られ て い る。

 YNITは 、 マ レー シア政 府 を代表 す るマ レー シア唯

一の公 的機 関 と して 機能 し、国 内外 の レベ ルで 、 多

言語 にわ た る翻訳 、解釈 及 び情 報交 換 に 関す る活 動

を管 理 して 、推 進す る もの で あ る。活 動 開始 資金 と

して 、マ レー シア通 貨 で2900万 りンギ リ トがYNITに

交 付 され た,

 圓NIT設立 に導 いた い くつか の要 因 の う ち、第一 に

マ レー シアで は マ レー言語 が 国の 公 用語 で あ り、 国

内のす べて の公 式 な、あ るいは行 政 上の 目的 と活動

はマ レー一語 で 行 われ るよ う定 め られ て い る。

 また 、マ レー シアで は小学 校 ・中学校 ・高校 の 教

育 もマ レー語 で 行わ れ る。 公用語 が マ レー語 で あ る

ため 、外 国 の書 籍を マ レー語 に翻訳 す る需 要 は た い

へん に大 きい.

 第二 に 、急 速 な情 報化 と「ク ローバ ル ・ビ レ ッジ」

現 象の影 響 を受 け、翻訳 、解釈 及 び 多言 語情 報 交換

サー ビスの 需要 も高 まってお り、マ レー シアの よ り

大規模 な経 済 の拡 大 のた めに も、 また さ らに 、西暦

2020年 まで に国家 と して あ らゆ る面 で 開発 を進

め、工 業 国の仲 間入 りを 果た そ うとい う国家 目標 も

あ り、 イ ンフ ラス トラ クチ ャと設備 へ の投 資の 必要

性 が 叫ば れ るよ うにな った,そ こで 、情 報 が豊 か に

行 き交 う社会 作 りの た め に も、マ レー シアの進 歩 を

妨げ る言 葉の 障 壁を 取除 かれ なけれ ば な らな い,

 国内の 翻訳 活 動を 調整 す る機 関 の設立 は 、実 は以

前 か ら検 討 され て きた課 題 で あ る。既 に1924年 に文

学担 当部 門が置 か れ 、英語 で書 か れ た小説 と学校 教

科 書を マ レー 語に 翻訳 す る業務 を 行 って お り、その

後1956年 に設立 され た言語 ・文学 庁(Dewan Bahasa

dan Pustaka)に 吸収 され た ので あ る,こ の翻 訳部 門

も、YNIT設立後は、段階的に2年間で解散される見通

しである。

 今後、YNITの主な業務は、マレーシアの一般市民

に対 して、効率的な翻訳サービスを提供することに

なるだろう。YNITは機械翻訳 システムと並行 して、

人間の翻訳者も使 っていかなければならないが、そ

のようなタスクを引き受ける統合化された翻訳環境

を整備する必要がある。この意味では、翻訳プロセ

スを補助する効率的なツールとシステムの作成にお

ける研究開発が重要な役割を演じることとなる,

 マ レー シア政 府 は 、 この国 の 多言 語YT研 究 プ ロ ジ

ェ ク トの た め の基盤 と してYNITの 研 究 開発 部を 活 用

す る方針 で あ る。 マ レー シアに お け る多言 語YTプ ロ

ジ ェク トは 、 国際 協 同事業 と して 日本 を 中心 に近 隣

のASEAN4力 国 、す なわ ち タイ王 国 、 イ ン トネ

シア共和 国、 中 国及 び マ レー シア と進 め て きた 「C

ICC機 械 翻 訳 プ ロ ジ ェク ト」 の一 翼 と して進 め ら

れ て来 た 。 この プ ロ ジ ェク トを 通 じて 、従来 は ロー

カル に利 用可 能 だ ったYT研 究 開発 の貴 重 な 資源 と経

験 を 、 多国 間で 利 用す ると い う利 点を 生 か す こ とが

望 まれ る。

 こ う して 、 マ レー シア は1987年 以来 、他 の4力 国

と共 に 中間言 語 べ 一 ス刎Tシ ス テ ム開発 を試 み て い

る.こ の プ ロ ジ ヱク トは 、1993年3月 末 に第一 段 階 を

公 式 に終 え 、参 加5力 国 の言 語 を翻訳 す る プ ロ トタ

イブのYTシ ステ ムは組 み立 て る ことが で きた.引 き

続 き、 第二 段 階 でYTシ ステ ムの 原型 は 全面 的 に改 良

され る予定 で あ る。 それ は コマー シ ャル なNTシ ステ

ム以 上 の性 能 、 も しくは同等 の性 能 に達す る 見通 し

で あ る,

 今後2年 間の 延長期 間を 活用 し、参 加 各 国で は更

にプ ロ トタ イブか らYTシ ステ ムの 開発 を進 め、 プロ

ジェ ク トが始 始 動 した 時点 の達成 目標 に最 大 限 に近

づ く 見込 み で 、 また 、 これ と並 行 して 、人 的資 源 の

開発 を進 め なが ら、完成 した システ ムの 実 用化 試験

を 行 う計 画 で あ る,
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 しか しなが ら、マ レー シアに お け るHT研 究 の歴 史

は1980年 代前 半 に さか の ぼ り、 ベ ナ ン島 の マ レー シ

ア国立 科 学大 学IUSY)に 設 立 され た国 内初 のHTセ ン

ターか ら始 ま って い る。USYの セ ン ターは 、フ ラ ンス

の クル ノー ブル大学 との共 同研 究か ら発展 した もの

で 、当時 、英 語 マ レー語 のYTシ ステ ムを作 る計 画 が

あ った 。後 にUSYは 独 自に研 究 を行 うよ うにな り、

CAT等 の翻 訳 シス テ ム関係 刎T研 究 を追求 した。

 マ レー シア第2のYTセ ンター は 、 クア ラル ンプー

ルの マ レー シア国立 工 科大 学IUTH)に 置 か れ たが 、自

然 言語 処理 に取 り組 ん だ1981年 創設 の研 究 開発 実験

室 が その 基礎 とな って い る,

 UTYの コ ンピ ュー タ翻訳 班(〔刑)は 、 後 にCICC YT

プ ロ ジ ェク トの マ レー シア事務 局 と国 内の研 究 開発

作 業の 中枢 と な った,CTUで は この 他 に も重要 な プロ

ジ ェク トと して 、]990年 以 来 、 イキ リスの マ ンチ ェ

ス ター科学 技 術大 学IUYIST)と の共 同研 究を通 して 、

英 語 ・マ レー語翻 訳 シ ステ ムの開 発 に取 り組 ん で き

た,こ れ は ブ リテ ィ ッシ」.・カ ウ ン シル とマ レー シ

ア研究 科学 開発会 議 か ら一部 助 成 金を 受 け た もの で

あ る,

 MNITの機能は翻訳サービスと研究開発の他に、翻

訳 ・通訳部門における人材育成と技術供与の役割も

担 う,MNITは 今 後 、増大 す る国内 の翻 訳 ・通訳 需 要

に応 え るた め 、YT開 発者 だけ で な く、 よ り多 くの 人

間 翻訳 者 と通 訳 者 の訓練 を も補 助 す るだ ろ う,

 CICC YTプ ロ ジ ェク トのoSI(オ ー ブ ン システ ム構

築)研 究 グル ー プによ って協 同開発 され た経緯 か ら

YNITは また 、 コ ン ビs‐ タ ネ ッ トワー クを通 して 、

CICCプ ロ ジ ェク ト参 加各 国 の他 の翻 訳 セ ンター に接

続 す る こ とが で きる。

 さて 、1993年10月19日 以来 、KNITは 既 に、 クア ラ

ル ンプー ルの オ フ ィスか ら翻 訳 ・通 訳 サ ー ビスを 開

始 した,、現 在KNITの 常勤 職 員は80名 だが 、 今後

120名 まで拡 充 す る予 定で あ る。 必要 に応 じて 、

これ ら常 勤 ス タ ッフの他 に契 約パ ー トタイム.ス ク

ッフ も使 って い る 、ま た、KNITで は 、顧 客 に効率 に

サ ー ビスを提 供 す るため 、 テ レワ ー クと作業 分 散方

式 を採 用 した,

 KNIT設 立 に よ って 、 さ まざ まな情報 が 国語(マ レ
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利用技術 ヒアリング

果 て し な く広 が る 翻 訳 の 世 界

難 サ イマ ル ・イ ン ター ナ シ ョナ ル 翻 訳 室長 早 良 哲 夫

 ア ジア太平 洋 機械 翻訳 協 会(AAMT)に は 、研

究者 、 システ ム メー カー 、 ソ フ トメー カ ー、ユ ーザ

ーな とが 加盟 して い ます 。ユ ー ザー の 中に は機械 翻

訳(MT)シ ステムを 積極 的 に使 って い る企業 や個

人 もいます が 、 サ イマ ル ・イ ン ター ナ シ ョナ ルは 、

まだMTシ ステ ムを導 入 して い ない"ノ ン ・ユ ーザ

ー"で す 1こ の 「まだ」 と い う表現 に込 め た謙 虚 な

気持 ちを感 じ取 って いた だ きた いわ けで 、で き る こ

とな ら一 日も早 く導 入 した い と考 え て い る ことは事

実 です 、

 で は、 なぜ導 入 しな いのか,ま ず 、取 り扱 う翻訳

の分野 がMT向 きで はあ りません,翻 訳 の 分野 を 大

き く文 科 系 と理 科 系 に分 け る とすれ は 、 サ イマ ルは

主 と して 文科 系 、つ ま り政治 、経 済 、 社会 、 文芸 と

い った分野 の翻訳 を扱 って い ます,当 然 の こと なが

ら、その 中 に理 科 系の要 素 が 入 って い る こと もあ り

また医学 や 薬学 とい った分野 の 翻訳 を 行 うこ と もあ

りますが 、いず れ にせ よ 、MTが 得 意 とす る コ ン ビ

!一 夕一関 係 とか技 術 マニ 」ア ルと い った種 類 の文

書 は 、限 りな くセ ロに近 い状態 で す,

 次 に翻訳 の方 向がMT向 きでは あ りません 。サ イ

マルの場 合、 外国語 か ら 日本語 へ の翻 訳 よ り も日本

語 か ら外国 語へ の翻 訳 の ほ うが 多 く、 その うえ 、 外

国語 とい って も必 ず しも英 語 だ けで は な く、欧 州系

の諸 言語 や 中 国語 、韓 国(朝 鮮)語 な ど も取 り扱 っ

て い ます 、 これ に対 して 、MTが 英語 か ら 日本語 と

い う方 向性 に優 れ て い る ことは周 知 の こ とで す 。

 第3に 、翻訳 の手順 がMT向 きで は あ りませ ん。

MTの 場 合 、一 般 的 には 、例 え は英語 の 原文 を 機械

が読 み取 りや す いよ うに 「前編 集 」 して か ら機 械 に

かけ 、翻訳 され て出 て きた 日本語 を 「後 編集 」 す る

とい う手順 に な る と思 います 、 これ に対 して 、サ イ

マ ルの場 合 は 、 その分 野 を得 意 とす る翻 訳者 一一一

翻訳者 を指 名 す る際 、サ イマ ルでは 「外国語 か ら母

国語へ 」 を原 則 と して い ます 一… に翻 訳 を依 頼 し

翻訳者 か ら提 出 され た訳文 を 社 内で 「エテ ィ ッ ト」

します 、原 則 と して 「前編 集 」 が ない代 わ りに、M

Tの 「後編集」に相当する作業を重視し、殆ど全文

を書き直 してしまうことも稀ではありません。また

サイマルの翻訳者は殆どが在宅で、社内には最少限

度の要員しか置いていませんが、MTの 場合は 「前

編集」や 「後編集」の担当者が機械の至近距離 一一一

つまり社内 一一一一で待機していなければなりません

し、機械は24時 間稼働しますから、それだけ社内

の要員を増やす必要も生じてきます.

 こういった諸々の要素が絡み合い、MT導 入に踏

み切れないのが現状です,し か し、最初にも述へた

ように、現段階では 「まだ」導入できないというだ

けのことで、サイマルがAAMTに 加盟しているの

も、この 「まだ」という接続詞を無意味なものに終

わらせたくないからです.メ ーカー筋からも何度と

なくアブローチがありました、その都度、真剣に検

討していますが、もし現段階でMTを 導入するとな

ると、今の仕事の分野を捨ててMT向 きの分野に乗

り換えるか、今の仕事を続けながら、それとは別に

MT担 当部を発足させて独自の業務と取り組むか…

といった難しい選択を迫 られ、いっも時期尚早とい

う結論に至るわけです,

 では、サイマルの翻訳部はメカに弱いのか,い え

そうではありません,コ ンピューターやワープロは

使いこなしていますし、もちろん電子 メールのシス

テムなども日常的に駆使 しています。だた、我々の

ブロフェショナルなニーズに対 して、MTが 「まだ」

充分に応えてくれないのが悩みの種なのです,

 参考にしていただくために、実際の翻訳例を2つ

3つ 持 ってきました,最 初は、訪米 した日本の経済

人が日米経済摩擦について講演 した時の原稿の一部

で、日本語から英語への翻訳例です,ク ライアント

側の最初の原稿では、講演の締めくくりの部分が

「(経済摩擦解消のため)皆 様も米国サイ ドで同

 様のご努力をお願い申し上げるしだいです」

で終わっていましたが、その後、クライアント側か

ら

「その夜の大 リーグのオールスター戦に引っかけて
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 この部 分 にrご 質 問 に対 して は 全力投 球 で お答 え

 します 』 とい う文 を付 け加 え た い」

と い う連絡 が あ り ま した 。 これ に対 して サ イマ ル は

「質 問 に対 して"全 力投 球"す る とい うのは 変 だ。

 ます 質 問側 が 投球 し、 回答 者が 打 ち返 す の が 自然

 の順 序 で は ない か」

と反対 提 案 し、

「ご質問 には 全 力で 打 ち返 す ので 、思 い切 って投 げ

 込 ん で ほ しい,た だ し、カ ー プは 困 る」

とい う趣 旨の 英訳 案 を 出 しま した.す る と、 クライ

ア ン ト側か ら

「投 打 の順 序 に つ いて はサ イマル案 に従 うが 、 も う

 少 し謙 虚 に 『こ ち らはマ イ ナー リー ガー たが 、皆

 さん は メジ ャー リー ガ ーだか ら ・・』 とい う表 現

 を 加 え たい 」

とい う申 し入 れか あ りま した 、 これ に対 して は 、

「日米 関係 につ いて熱 弁 を振 る った あ とでr私 は マ

 イナ ー リー カ ーた 』で は 、逆 に 『私 の言 って い る

 こ とは無 視 して くれ』 と訴 え て い るよ うに 一一一

 少 な くと も米 国人 に は 一一一一 聞 こえ る」

と反論 しま した,そ れで もクラ イア ン ト側 は
一オ

ール ス クー戦 の 直前 の ことで もあ り、何 とか し

 て"メ シャー リー カー閃 と い う言葉 を 入れ た い」

と固執 、結 局 、 これ な らは と 作 ったの が

 "I hope I am able to hit pitches off major

  leaguers like yourselves. hut, please, IN)

  curves

という英文でした、

 この程度のやり取りは毎日のようにやっています

が、これは翻訳というよりも、むしろ如何にして異

文化間のキャリフを埋めるとかいう非常に人間的な

側面が強 く、いわゆる 「後編集」の範囲を超えてい

るのではないかと思います1

 次は普通の 「後編集」の例です.こ れは英語か ら

日本語への翻訳で、知日の英国人が英語で原稿を書

き、日本語で行なったスピーチです,翻 訳家が訳 し

たものに社内で手を入れた実例ですが、誤訳がある

かとうかは別にして、殆ど全面的に書 き直 しました,

 最初の訳文が 「である」調だったのを、スピーチ

に適 した 「ですます」調に改め、漢字を少なくする

と同時に、視覚的に読みやす くするために動詞の語

幹に当たる部分は、仮名書きではなく漢字を増や し

ました,ま た、耳で聞いて判別しやすい単語に書き

改めた個所あ少なくありません、

 最 後 の例 は 、 日本 画 の解 説文 で 、 日本語 か らフ ラ

ンス語 へ の翻 訳 です,絵 に は梅 の枝 が描 か れ てお り、

解説 文 を仏 訳 した のは 日本 語 に堪能 な フ ラ ンス人 で

すが 、 さす が に菅 原道 真 と天神 様 と梅 の相 関 関係 は

知 らなか ったよ うで 、訳 文 には 正 直に 「この部 分 は

原 文 の 意味 が分 か らな い」 と添 え書 き して あ り ま し

た,そ こで 、 あの 「東風 吹か ば ・ ・」の 故 事を理 解

す るの に必 要 と思 われ る最 少 限度 の言 葉 を 補 ってみ

ま した,

 さて 、一連 の 翻訳 作 業を 進 めて い く上 で軸 に な る

の が 「コ ーテ ィ ネー クー 」で す,コ ーテ ィ ネー クー

は 、翻 訳 の受 注 か ら完成 品の納 入 、 そ して ア フ ター

サー ビスに至 る まで 、一 貫 して`'プ ロ ジ ェク ト ・マ

ネ ジ ャー"の 役 割を 果 た します,翻 訳 者や エ テ ィタ

ーを手 配 した り
、 クラ イア ン トか らの 注文 を 聞 いて

翻訳 者 や エ デ ィ ター に伝え 、翻 訳者 か らの 問 い 合わ

せ を クラ イア ン トに伝 え る など 、す へ て 同一 の コ ー

デ ィ ネー ターが 窓 口にな って 、全体 の 動 きを 調整 し

なが らプ ロ ジ ェ ク トを 進め て い くわ けです もちろ

ん 、 どの 翻訳 工 一 ジ ェン シーで も大 な り少 な りや っ

て い る こ とです が 、 コー テ ィネー ターを 軸 と して関

係 者 の 間で密 度 の濃 い連絡 が繰 り返 され る うち に、

少 しず つ 翻訳 が 磨 き上 げ られ 、固 ま って い きます

サ イマ ルは 、 別 表に示 され て い るよ うに 、 この流 れ

を 非常 に重要 視 して い ます,

 この段 階 に な る と、先 に も述 べ た よ うに 、 もはや

「後編 集 」 で は な く、 人間的対 話を 積 み重 ね て 異文

化間 に橋 を 架 けて い くよ うな もの で 、 この 中てMT

が 占 め る場 所 が あ るか 、MTを 導 入 した場 合に効 率

が 上が るか 、正 直 な と ころ現時 点 では 疑 問 に思 い ま

す 、

質 疑 応 答

問い ・MTが 得意とするのはマニュアルなと大量翻

   訳の分野たと思うが、その他の分野にもMT

   か入り込める余地はあると思うか,

答え ・MTは 、今の段階では主として技術分野の翻

   訳に生かされていますが、メーカーの展示会

   なとでは文化系の文書の翻訳にも相当な才能

   を発揮 しています、これが展示会のような特
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   別の機会だけではなく、日常的になればよい

   わけです,日 進月歩の時代ですから、そうい

   う日が意外に早 く到来するかもしれません.

   たた、行間を読んで異文化間に橋を架けるよ

   うなことは、機械には無理でしょう.い ずれ

   にせよ、MT"シ ステム"と いった大袈裟な

   装置ではなく、例えは普通のラッブトップ型

   ワープロにフロリピーを挿入するだけで、一

   定限度の翻訳作業が自動的に行えるようにな

   れば、個人翻訳者の間にもMTが 普及するの

   ではないでしょうか、

問い ・翻訳業界における 「翻訳」の定義について,

答え ・実際問題として定義するのは不可能に近いし

   翻訳団体の会則なとを見ても「翻訳とは何か」

   という定義はないようです 文芸作品の翻訳

   こそ本当の意味での翻訳たと主張する人もい

   るようですし、超訳とか翻案といった方式が

   翻訳といえるかとうかについても賛否両論が

   あります、ついでながら、日本には翻訳者の

   団体も幾つかあるうえ、ローマ字の略称が

   `'JTF"°'JTA'…JAT....JST"と いう

   ように互いに似ているため、先ごろ開かれた

   翻訳者の国際会議でも何とかならないかとい

   う要望が出たそうです,

問い ・放送や映画のメティア翻訳も、文書の翻訳と

   相当異なるものがあるが ・・

答え 映画やテレビは画面に出せる字幕の字数に、

   時間的にも空間的にも制限があり、テキス ト

   に沿っての翻訳ではなく、要点をピックアッ

   プしてス トーリーの流れを伝えることを重点

   を置かざるを得ません.

    テレビやラジオのニュースも同様で、例え

   ば英語のニュースと日本語のニュースでは構

   成が違うため、そのまま訳 しても結果は極め

   て不自然です,む しろ 「英語で送られてきた

   ニュースの内容を咀咽 して日本語のこ1 ス

   を書き下ろす」といった感じです。

問い ・前編集や後編集の比重について。

答え:先 にも触れたように、前編集は原則として行

   なっていません.後 編集はどうか,単 に 「エ

   ティット」と呼んでいますが、この過程は誤

   訳チェックと品質管理の両面で大いに重視 し

   ています,翻 訳者が英語のネーティブ ・スピ

   ーカーの場合は、日本語のネーティブ・スビ

   ーカーがチェックする、その逆の場合は逆の

   組み合わせにする ・・というのが原則です

   翻訳者といえは、とかく 「この単語は知って

   いる」と思いがちです、事実、翻訳者の語彙

   は豊富ですが、知っている単語でも、知らな

   かったつもりで辞書を引くと、思い違いに気

   つくこともあれは、新しい意味を発見するこ

   ともあり、決 して無駄ではありません

    翻訳や編集をする時は、いろいろな辞書や

   参考文献を最大限に利用すべきです,そ の点

   社内にいると各種の辞書や参考書を使えるの

   で便利です、こういった辞書や参考文献の電

   子化が一段と進み、一般の翻訳者も気楽に使

   えるようになれば、それに越したことはない

   と思います,

A 文 募 集 中

              「SPICIS/y4』

      Japan-Sill畑pore AI Centerを は しあ シ ンガポ ー ルの情 報 処理 関係4団 体 が

         共 同 開催 す る人 口知 能 、先端 ソフ トウ ェア関 係の 国 際会 議

開 催 時 期

開 催 場 所

論 文 締 切

1996年11月14日 ～17日

シ ン カ ポ ー ルREFFLES CITY Convention Center

1994年4月1日  論 文 選 考 1994年7月1日

詳細 問 合せ先 〔財)国 際 情報化 協 力 セ ンター・普 及部 喧03-3547-0941)
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研究所紹介

(株)東 芝 研 究 開 発 セ ン タ ー

  情 報 ・通 信 シ ス テ ム 研 究 所 第2研 究 所

 JR川 崎駅を降りて東口に出ます,10年 前を思

うと再開発で見違えるようにきれいになった駅前広

場へ出てバスに乗り、広大な氾濫原の真ん中をゆっ

たりと流れる多摩川を右に見て走る事10分 で、妙

光寺という禅宗のお寺の前に出ます,そ こからバス

は狭い道を閑静な住宅街に入って行きますが、たち

まち国道一号線、いわゆる 「二国」にぶっかり、急

に空が開けます,実 に突然、目の前が開けるという

感じで明るくなり、そこに私たちの研究開発センタ
ーが覗れます ,住 宅街と二国と多摩川に囲まれた静

かな一一二国は意外に静かなのです一一、研究にはう

ってつけの場所で私たちは機械翻訳の研究に勤しん

でいます、

 この研究所は1992年9月30日 までは総合研

究所、情報システム研究所と呼はれていましたが、

1工}月1日 の組織変更で 「研究開発センター 情報

・通信システム研究所 第2研 究所」という名前で

呼ばれるようになりました 3つ のコーポレート・

ラボラトリーが1つ に合体し、研究開発センターと

なり、その中で、情報 ・通信 ・映像の分野を担当す

る研究所として、新たに情報 ・通信 システム研究所

が発足 したのです一情報 ・通信システム研究所は、

現在、第1研 究所、第2研 究所、第3研 究所の:3研

究所からなりたっています 、との研究所がとの研究

テーマを受け持つかは、いろいろなファクターによ

ってグイナ ミックに決められます、

 機械翻訳の研究チームは、現在のところ、その第

2研 究所のなかの自然言語の研究クループに属 して

います。東芝の自然言語処理のグループは、今から

15年 前の1978年 、日本で初めて(も ちろん世

界で初めてです)日 本語ワー トプロセッサを開発し

たことで知 られています,こ の日本語ワープロは文

節解析を行うもので、文節で分かち書きする入力方

式と、文節が分からない人のために漢字をシフ トで

指定する漢字指定式の2種 の入力方式を備えていま

した,世 にあまたある解説書の中には、技術の連続

性に目を奪われて憶測で、漢字を音 ・訓なとの読み

で1字 っ っ 入力 す る タイ ブが 出て 、次 に辞 書を 引 く

だ けで 文法 解 析 しない タイプが 出、や っと文法 解析

をす る タ イプの ワー プ ロが 出 た と書 いて い る ものを

見 うけます が 、事 実 は きれ い に この 逆 で した 、技術

評論 家 の 目を 眩 ませ る程 に 当時 の私 た ちの 言語 処理

技 術 が 高 い もの で あ ったの か な と密 か な 自負を 持 っ

た もの です,

 機 械 翻訳 の研 究 は この 技術 の 系譜 の 中 にい ます 、

1985年 に世 界初 のEWS(エ ンジニ ア リング ・

ワー クステ ー シ ョン)型 で 英 日機械 翻訳 システ ム

ASTRANSAC(エ イエ ス ・ トラ ンザ ッ クと読

み ます)を 完成 しま した,こ の システ ムは 大規 模 意

味解 析 を行 うた あ 、従来 、拡 大 句構造 文 法 等で は 、

条件 部 で意 味 規 則を 書 いて いた ので すが 、 これ を止

め 、統語 解 析 部 は純粋 に統語 解析 だ けを 行 う事 に し

意味 解 析 用の 規 則 は知識 辞書 を 用 いて統 語 解析 とは

独立 にか つ大 規 模 に記述 で きるよ うに しま した そ

の ため 、 処理 方 式 とテ ー タ構造 を従 来方 式 か ら一 新

す る こ とに し、 これ によ ってEWS上 で も実 用時 間

で稼 働 す る高 速 性 と意味 の 柔軟 な取 扱 いを 可能 に し

たの です この 処理 系 を 用い 、1990年 に は 日英

システ ムを完 成 しま した

 ASTRANSACは 、その 名(ASシll一 スの

EWS上 で稼 働 す るTRANSlation AC

celerutor)に 込 め られ て い る理 念通 り、

実 用性 に重 点を お い て いるた め 、単 に翻訳 してVD

Tあ るいは プ リンタ上 に結 果が 出るだ け の もの では

な く、c)CRを は じあ とす る入力 か ら出力 まで 一 貫

した ヒュ ーマ ン ・イ ンタ フェー スに よ る設計が 採 用

され 、 今で は 多 くの オ フ ィスで使 われ るよ うに な り

昨年 ソフ トウ ェア情 報 セ ンターか ら優 れ た特 質を も

っ ソ フ トウ ェア に与 え られ る 「ソ フ トウ ェア ・プ ロ

グク ト ・オ ブ ・ザ ・イヤー92」 を いただ いて い

ます 、,

情報 ・通信システム研究所

         研究主幹 天野 真家
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M璽 捜繍礫鱒 聾

機 械 翻 訳 の 中 間言 語

 今回は、機械翻訳で用いられる 「中間言語」につ

いて説明します、機械翻訳では、日本語と英語とい

うような、系統 も語順 も異なる言語の間で文の変換

を行なわなけれはなりません、翻訳したい元の言語

順 言語)の 文から、翻訳 して出したい結果の言語

(目的言語)の 文への変換の仕方には何種類かの方

法が提案されていますが、その中の一一つに中間言語

方式と呼ばれる手法があります,中 間言語方式は、

処理の途中段階で、原言語にも目的言語にも共通 し

た意味表現を用いる方式です1そ こで用いられる意

味表現を中間言語と呼びます 、

この 二つ の 図 か ら も分か るよ うに 、 日本語 と英

語 とで は一 般 に文 の形 が異 な ります,し か し図

1、 図2の 文 の中 の動 詞t「 行 った」 と 「went」

)を っ まん で持 ち上 げ る と、文 全体 が係 り受 け

関係 の 糸 でつ なが って持 ち上 が り、 日本語 、英

語 の ど ち らの場 合に も、図3の よ うな共通 の 構

造が 出来上 が るこ とがわ か ります 、

主体者   時

行った

同伴者   的地

Q・ 原言語にも目的言語にも共通な意味表現という

  のは、具体的にはとのようなものですか?

A・ 例え ば 「ジ ョンは 昨 日 メア リと学 校へ 行 った 、」

  とい う 日本 語 の文 を考 え ま しょう1こ の 文 の構

 造 は 、 大雑 把 に 言 って 、図1の よ うに モテ ル 化

  で きます 、

ジョンは  昨日  メアリと  ヂ校へ  行 った

ジョ ン 昨 日

[図31

メア リ 学校

この図の構造は、元の日本語の文と英語の文の

両方の意味内容を共通に表 したものですが、日

本語とも英語とも異なる表現方法になっていま

す ごく簡単な説明ですが、このような意味表

現を中間言語と呼ぶのです なお、図3の 構造

は、植物の木をサカサマにひっくり返したよう

な形になっているので、このような表現法は木

構造表現と呼はれます、

【図11

この 図の 中 で語句 と語句 をつ ない で い る線 は 、

語句 の 間の修 飾 関係(係 り受 け 関係 と も言 う)

を表 して い ます,こ の 日本語 の 文 と 同 じ意 味 を

表す英 語 の 文 、 「lcihn Weilt to sch(xil with

Mari-yesterday.」 の構 造 は図2の よ うに な り

ます 一

John   went   to school   with Mary    yesterday

Q 図3の 中の 「主体者」とか 「時」とかいうのは

  何ですか?

A この木構 造 の 枝の 一 つ一 つ に は、 その 枝が 表 す

修飾 関係 の意 味の 種類 を 示 す マ ー ク 〔ラベ ル)

が つ いて い ます,例 え ば上 記 の例文 の場 合 、 日

本語 で も英語 で も 「ジ ョ ン(J(,hn)」 は 「行 っ

た 」 と い う行 為の主 体 者を 表 して います 、 そ こ

で 、 「ジ ョン」 と 「行 った」 を結 ぶ枝 に 「主 体

者 」 と い う意味 関係 マ ー クを打 つ わ けて す,

この 意味 関 係 マー クは 、素 朴 に は 、いわ ゆ る英

語 の 「5WIH」 に相 当 す る もの で す,
【図21
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WHO  誰が     一 主体者

WHEN  いつ    一 時

WHERE どこで   一 場所

WHAT  何を    一 対象

WHY  なぜ    一 理由

HOW  とのように 一 方法

tDO) (したか)  一(行 為)

図4は 、 この5WlHと 述語 の 関係 を 木構 造 の

形 で書 い た もので す,木 構造 の枝 の一 っ一 っ に

このよ うな意 味 マ ー クを与 え る ことで 、 そ の枝

の意 味 的 な区 別を 行 な うわ けで す,実 際 に は、

文の 意味 関 係を 表 す に は、5WlHの6種 類 の

区 別だ けで は 足 りません 。 例え ば上 記 の例 文 で

は 「学校 」 と 「行 った」 の 間の 「目的 地」 、

 「bare」 と 「行 った」 の間 の 「同伴者 」 、 と

い った 意味 関係 マ ーカ ーが 必要 です.中 間言 語

右式 を 用 いて い る実 際 の翻訳 システ ムで は 、数

十種 類 の意 味 関係 マ ー カ ーを設 定 して使 って い

ます 、

図5の ように個々の言語によらない形に表現で

きます,

な お、 図5の 中で'驚 く"と 記 した部 分 は 、

日本 語 の 自動 詞 「驚 く」 で も 英 語 の他動 詞

「surprize」 で もあ り ませ ん.そ の2っ の語 に

共 通 す る 「驚 く/驚 か す 」 と い う概 念を 表 して

い ます,こ の ことは前 に挙 げた 図 に もす へ て い

え る ことで 、 この解 説 で は便宜 上 、中間 言語 を

表 す木 構 造 の 中で 日本 語の 単 語を 用 いて い ます

が 、 それ らは単 語 その もの で は な く、 その単 語

が も って い る概 念 を表 して います.あ る単 語 が

複数 の 概 念 を持 って い ると きには 、 それ らを 区

別す る ため に 、個 々の概 念 を あ らわす シ ンボル

⑭

経験

驚 く

原因

雷

      述暑

尋 由  法

㊥ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧ ⑧

【図4]

Q・ 中間言 語 に は との よ うな利 点が あ るので す か?

A・ 最 も重 要 な点 と して 、 日本 語 や英 語 とい った個

  々 の言 語 に 固有 な表 現 か ら独立 した 形で 文 の意

  味 内容 が表 現 されて いる 、 とい う点 が挙 げ られ

  ます。 一般 に言語 が異 な る と、 同 じ内容 が か な

  り異 な った文 で 表現 され る ことが よ くあ ります,

  例 えは これ は簡 単 な例 です が 、 日本語 で 「私 は

  雷 に驚 いた」 とい うよ うに 「驚 く」 とい う 自動

  詞 を使 うの 自然 で あ る場 合 に 、英 語 で は 、他動

  詞rsurprize一 驚 か す」 が まず あ り、 同 じ内

  容 が 「Iwas surprised by a thunder」 の よ う

  にその 受身 文 で 表現 され る とい うよ うな ことが

  あ ります 、 この よ うに 同 じ意味 を 表 す文 の 形が

  各言 語 で異 な る場 合 に も、中 間表現 を使 え は 、

【図5】

信己号)を 変える必要があります 、

中間言語方式を用いたシステムでは、翻訳 シス

テムが大きく解析モジュールと生成モジ!一 ル

の二つに分かれます 、翻訳する際に解析モシュ

ールでは原言語から中間言語へまた生成モジュ

ールでは中間表現から相手言語への変換を行な

います 、ですから、生成モジュールは、原言語

に固有の言い方からの影響をあまり受けること

なく、目的言語内の条件において、その文の意

味内容を表現する自然な言い回しを選択するこ

とができます,

上 で述 べ た 自動詞 と他 動詞 の 対応 と同様 の 関係

は 、 日本語 な ら 日本語 とい う一つ の言 語 の 中 に

も存在 します,例 え ば 「トアが 開 いた,」 と い

う文 と 「彼が トアを 開 けた,」 と い う文 の 内容

に は 、共通 す る意 味 関係が 含 まれ て い ます 、そ

れ は、 と ち らの場 合 に も 「開 い た」物 体 は 「ト

ア」 で あ る 、 とい う関係 です 、言 い替え ると 、

と ち らの場 合 に も、 「トア」が 「開 いた ・開け
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た」という概念の 「対象」であるという関係は

共通です,主 語、述語という観点から言えば、

この二っの文の構造は異なりまず 、第1文 では

「トア」が主語、自動詞 「開いた」が述語であ

り、第2文 では 「彼」が主語、他動詞「開けた」

が述語であるというように構文に差があります,

しかし、中間言語を用いて文の意味を表現する

と、そのような文の表面上の構文の違いを越え

て、共通の意味を共通の形で表現できます。

Q・ そのような利点が生かされるのはどんな場合で

 すか?

A・ 特にこのような利点が力を発揮するのは、多言

 語翻訳の場合、つまり一度に沢山の言語に翻訳

 する時です,例 えば、日本語と英語の間の翻訳

  だけでなく、同時にスペイン語や中国語やその

  他の多くの言語の間で翻訳を行なわなければな

  らないような「国際的」な状況を考えてみましょ

  う、扱わなけれはならない書類が、あるときは

 英語、ある時は日本語、ある時は中国語で書か

 れるといった状況です 、あるいは、元の原稿は

  ある特定の言語で書かれていても、必要とされ

  る翻訳の相手言語が複数であるという場合です。

  このようなとき、もし中間言語を用いなければ、

  それら必要な言語のすべての組合せの数だけの

  翻訳システムを作らなければなりません、これ

  に対 して、中間言語を用いれば、原則として、

  解析モジュールは原言語から中間表現への対応

  を、また生成モジ!一 ルは中間言語から相手言

  語への生成方法を考えれば良いわけです。実際

  アジア諸国間で共同で行なわれているCICC

  プロジェクトの多言語間翻訳システムの開発で

  は、中間言語方式が採用されています,

Q・ 中間言語 と して 、例え は英 語 や エ スペ ラン ト語

 を 使 うことは で き ます か?

A 残念ながら、英語やエスペラント語は中間言語

  には適 していません。英語のような人間が使う

 言語には、いろいろな種類の曖昧性があるから

  です,一 つの単語が複数の違った意味を持って

  いることはごく一般的ですし、また、一っの文
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が状況によって何通 りにも解釈できることも度

々あります.こ のように同じ表現が何通 りにも

解釈できるという自然言語が持っている性質は

人間が使う場合には効率的で便利なことも多い

のですが、意味表現 としては適切ではありませ

ん。曖昧性をもつ文の具体例として、次の例を

とりあげてみましょう、この文は、曖昧性の説

明の時によく使われる有名な文です。

I sew a girl with a telescope.

この文 は 「with a telescope」 とい う部 分 が 文

の ど こを修 飾 して い るか に よ って 、 少な くと も

二つ の 異 な る解釈 が可 能 で す。 一 っ は 「望 遠 鏡

で女 の 子 を 見た 」 とい う解釈 、他 の一 っ は 「望

遠鏡 を持 って い る女 の子 を 見た」 とい う解 釈 で

す,こ の よ うに語句 の修 飾先 に曖 昧性 が 生 じる

の は 、文が 一 次元 の線 状 に並ん で い る こ とが 主

な原 因 で す,

 英 語 の場 合、前 置 詞 に連 用 と連体 の区 別が あ

りませ ん か ら、上 記 の 「with a telescope」 の

よ うな語 句か ど こを修 飾 して い るの かが 分か ら

な くな る ことが あ るわ けで す,

 つ いで なが ら、 日本語 には連 用 と連 体 の 区 別

が あ ります が 、図1に 示 した よ うに、 日本語 の

語句 は ほ とん ど例外 な く右 へ右 へ と係 って ゆ く

の で 、や は り曖 昧性 が生 じて しま う ことが 多 く

あ り ます,簡 単 な例 と して 「大 き な庭の 石 」 と

い う句を 考 え ます 、 この 句の 中 の 「大 き な」 と

い う連 体 形 の語 は 、 その右 側 に 「庭 」 と い う名

詞 と 「石 」 とい う名詞 とが あ るので 、 と ち らの

名詞 を修 飾 して いるの か(大 きいの は 「庭 」か

「石 」か)が 曖 昧 です.こ こで説 明 したの は英

語 や 日本 語 の例 です が 、エ スペ ラ ン ト語 の場 合

に も問題 は本 質的 に変 わ りませ ん.そ の言語 が

1、 一つの単語や文が幾つもの意味で使われる

2,文 が語句の一次元の並びから出来ており、

  かつ語句の修飾先を決定できるマークがな

  い,

という性質を持 っている以上、ここで説明した

ような曖昧性が生 じてしまうからです,こ のよ

うな理由から中間言語では、



1。 実際の単語そのものは使用せず、その単語

の 「意味」の一っ一っをシンボル化 したものを

用いる。

2。 修飾関係を明示するために木構造(場 合に

よってはネットワーク構造)を 使 う。

という訳です。

Q:中 間言語はすでに完成 しているのですか?

A:現 在、商用のシステムも含め、いくっかのシス

  テムで中間言語方式が採用されていますが、中

  間言語はまだ研究の途上にあります。中間言語

 は実際のシステムを構築する過程で、沢山の異

 なる言語を対象とし様々な言語現象を分析 しな

 が ら設計されてゆくものです。現在使われてい

 る中間言語は皆そのシステムごとに独自に設定

 されたものです。

このことに関連 して最後に付け加えておきたい

ことがあります。それは、機械翻訳の研究者の

中には、中間言語方式は機械翻訳の手法として

あまり適切ではないのではないか、と考えてい

る人たちもいるということです。きめ細かい翻

訳結果を得るには、特定の原言語と目的言語の

個々の言語現象の対応を出来るだけ多くシステ

ムに直接覚え込ませるべきであり、中間言語は

その目的には合わない、という考え方です。ま

た 「言葉の意味」とは何か、伝えるべき 「文の

意味」とは何かという問題は、非常に難 しい問

題です。この観点から言えば、現在設定されて

いるどのシステムの中間言語も完全ではありま

せん。具体的な細部に関しては、中間言語研究

者の間でも、まだ合意がとれている訳ではあり

ません。ですから、ここで述べた中間言語の説

明は厳密なものではありません。中間言語の持

ている性質の、ごく基本的な部分の概説である

と考えて下さい。

しかしながら、言語の意味表現としての中間言

語の研究は、今後も継続されてゆくでしょう。

現在の機械翻訳ではまだ一文ごとの単位でしか

文書処理ができませんが、現在、文脈(文 書の

流れ)を 考慮しなが らよりよい翻訳をするべ く

研究が進められています。話の文脈や、言語で

表現された知識を扱うためには、個々の言語の

表面的な違いの影響が少ない意味表現としての

中間言語の研究が、ますます重要になるでしょ

う。

(NEC情 報メディア研究所 亀井真一郎)

音声言語処理国際会議
      ICSLP/94

日  時 平成6年9月18日(日)～22日(木)

場  所  横浜市・パ シフィコ横浜(JR桜 木町より徒歩15分)

目  的 人間と機械における音声言語の処理に関し、基礎から応用にわたる重要な

諸問題を取り上げ、最新の研究成果をの発表と意見交換を通 じてこの分野
の学術の世界的発展に寄与する。

論文募集 2月28日 アブス トラク ト(英文で400語 以内A4サ イズ1頁)

4月20日 論文選考採否決定通知  6月30日 本論文送付期限

事 務 局 雛 サイマルイ ンターナ シ ョナル1(;SLP'94事 務局(XO3-3586-8691)
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新製品の紹介
IBM Translation Manager/2

日本 ア イ ビーエ ム株式 会 社

 IBM Translistion Man<iKer 2に れ以 降 、 TM 2と

略 記)は 、効 率 的 に翻訳 を 行 いた い 、質の 高 い翻 訳 を

した い とい うニ ー スに応 え る 、統 合 され た翻訳 支援

システ ム製 品です 、原文 を 見 る、辞 書 を 引 く、 関連

す る訳 文 を 参照 す る 、と い った翻訳 に係 わ る作業 を

支援 す るた けで な く、翻訳 の準 備 、翻訳 後 の フ ァイ

ルや 辞書 の管 理 、ワー プ ロDTPと の イ ン クー フ ェ

ースな と 、翻訳 業務 全体の 効率 を高 め る充実 した機

能を 提供 します,

IBMは 、自 ら翻訳 の大 きな社 内的 ニ ー スが あ り、

長年 にわ た る豊 富 な翻訳 業務 の経 験 に基 つ いて この

ソフ トウ ェアを 開 発 しま した,す で に 、 各国IBM

の社 内翻訳 セ ンクーで 、TM-2を 実 際 の翻 訳業務

に使 用 し、 大 きな成 果を 上 げて い ます1

◆特 徴

・容 易な翻訳 プ ロ ジ ェク ト管理 ・

 翻 訳 に必要 な原 文 や訳 文の フ ァイル 、翻訳 で 使用

 す る辞書 、 翻訳 メモ リーtTM.2 が 作成 す る

 対訳 テ ー ケ ・へ 一 ス)、 新 規 既 存の 用語 リス ト

 な とを 、ウ ィ ン トウ環境 の もとで処 理 、管 理 で き

 ます 、

 また 、 これ ら翻訳 に必 要 な 多種 多様 な資料 を一

っ の フ ォル ダー にま とめ る こ とが で き、翻訳 プ ロ

ジ ェ ク トの 管理 者 の 負担 を軽 減 します,

・充実 した翻 訳 支援機 能 〉

・翻訳 メモ リーに よ る翻 訳結 果 の 再利 用

 TM.2て 翻訳 して い くと、 原文 と訳 文が 翻訳 メ

 モ リーに 自動 的 に次 々 と蓄積 され て い き ます 、翻

 訳 中 に 、同 じ文 を前 に翻 訳 して いれ は 、 翻訳 メ

 モ リーか ら自動 的 に検 出 し翻訳 メモ リー ・ウ ィン

 トウに 表示 します これ らの訳 文 は 、簡 単 な キー

 操 作 で翻 訳 に取 り込 あ ます,こ れ に よ って 、翻訳

 の効率 を 上 け る と と もに 、翻訳 の は らつ きを 防 ぐ

 こ とがで き ます 、

  さ らに 、改 訂時 に は、 旧版 と同 し文 を 自動 的 に

 翻訳 済 の訳 文 で置 き換 え るこ と もで き、追加 変

 更 部分 の翻 訳 に専 念 で き ます,

・フ ァ ジー・マ ッチに よ る幅 広 い再 利 用機 能

完 全 に同 じ文以外 に、 あ る程度 似 て い る文の訳 も

フ ァ ジー・マ ッチ機能 によ って 自動 的 に検 索 ・表

示 します この とき、 原文 上 で異 な る部 分を カ ラ

ー表 示 し、訳 文の手 直 しの参考 にす る こ とが で き一
「rIn・」1いh Fmgr`)nmen,:DrM(11「Yi〔DレM〔 〕D

    ・ ・.r,  ・,"1 ら 巳、..4属'二n  亀

   ●   駒5:    圃'    ●'      、

           °ついて   てい

・ 転B

砺 ン訪 一,・.一 伽 一耐 、蝦 傑 向上鯉 龍

臨翻鍵蝦謡臨
t川u鰯 」悶閃r艦翼剛曽h3剴 創陶:

・1;

.LMC・ 一,漁 竺,・r.rr..,
釦1 ・  9 ●       9閃即 躍

鑛 雛 鵬鵜講贈・

.ti     ■6 門

礪訳邑面

 ますue

'・ 複数の辞書が使用可

  TM/2で は複数の辞書を扱うこと

  かてきます、辞書に登録されている

  用語が覗在訳 している文中に現れる

  と、自動的に訳語を検索 ・表示しま

  す、翻訳 メモ リーと同様、訳語を簡

  単に文中に取り込む機能により、キ

  ーとなる重要な用語を誤って訳した

  り、文書内の不統一や翻訳者間の不

  統一を防ぐことができます、自分用

  の辞書も容易に作成てきます、辞書

  の整備は、品質の高い、効率よい翻

  訳の基本です、

   TM;2で は、原文ファイルから
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の用語Ilス トを、指定 した辞書をもとに作成する

機能を備えており、翻訳開始前に、プロジェクト

用の辞書を整備することが容易にできます 翻訳

作業中に用語の追加、削除、変更 もできます.

… 人 の 翻 訳 か ら大 規 模 プ ロ ジ ェ ク トま で 〉

一一台 のF'(;で 全 て の 機 能 が 利 用 で き ま す ま た 、

 ロ ー カ ル ・エllア ・ネ ・・ トワ ー ク 〔LANIサ ポ

 ー トに よ り 、 複 数 台 のPCで 翻 訳 メモ リー や 辞 書

を 共 有 て き ます 、

  これ らσ)フ ァ イ ル を 共 有 す れ ば テ ィ ス ク ・ス へ

 一 スを 節 約 で き る だ け で な く 、 フ ・ノ イ ル へ の 追 加

 変 更 を 即 座 に 他 の 翻 訳 者 が 利 用 す る こ とが で き 、

 効率 よ く 作 業 を 分 担 しな が ら 、 全 体 の 統 合 を と っ

 て 管 理 し て い く こ と も可 能 で す.

・ 各 種 の 文 書 形 式 に 対 応 一』

 TM・2で は 、 各種 の ワ ー プ ロやDTPでf乍 成 さ

 れ た"芝 書 を 、 テ キ ス ト部 分 抽 出 な ど の 前 処 理 な し

 に 、 そ の ま ま扱 え ます,翻 訳 後 の 文 書 に は 、 原 文

 に あ っ た 蒐 出 しや 文字 飾 り な ど の 制 御 情 報(タ グ

 が 保 存 さ れ て お り 、 そ σ)ま ま ワ ー フ ロやDTYで

 出 力 で き ま す.

  現 在 サ ポ ー ト して い る文 書 形 式 はRTF〔kith

  Text Fermat), Ami Pro*。  Interleaf5*, VeIi

  turn Publisher*, II3M B(x)kMaster*で す.

  ::へmi-Pr〔 〕はLotus l)evelopmellt Corporき1tionの

   商 標 で す.

  *111terLeaf5はIllterLeaf社 の 商 標 て す 、

  * 1rn†UI"rl Publi5her(まVeIltura Yublisherinc.

管理者(サ ーバー)

鰍 轡回

團

冒

翻 訳 者

●■駅
●齢磨の9鳳
●0駅 メモリーの,廉

 の 商 標 で す,

*1張x)kMasterはISM LcGrp.の 商 標 で す

◆ 仕 様

 対 象 言言吾: 英 言吾一一 日本 11  (i 参 貝召〉

 シ ス テ ム 構 成:H・W [BM PS 55*,

        【BM PS・V*て ビ デ オ ・サ

   ブ シ ス テ ムがXGA・XGAI[の もの 、メモ

   i)-10MB以 上 、 ・・一 トテ ィ ス ク15M

   B以 上(TM 2本 体 の み)、 マ ウ ス 、 l

   BMoS・2木 バ ー ジ ョ ン.il.3以 降 〔P

   S、Vの}易 合 、oS 2*」2. 0以 降)

 ◆ 機 能 一一・覧

   翻訳 者 用'翻 訳 メモ リーに よ る翻訳 文の 蓄 積 ・

  再 利 用 、辞 書 の 自動 検 索 ・キ ーに よ る取 り込 み機

  能 、原 文表 示機 能 、マ ー ク付 け情 報t4グ 〉の管

  理 機能 、後編 集機 能 、基 本的 な ス ケ リー ン ・エ テ

  ィ クー機 能 管理 者 用:.文書 フ ァイル管 理機 能 、フ ・ゴ

  ル ケー に よ る複数 文書 フ ァ イルの..一括 管理 機 能 、

  翻 訳 メモ リー管理 機能 、辞 書管 理機 能 、 文書解 析

  機能 、 用語 リス ト機能 、 ワー ト・カウ ン ト機能 、

  ネ ッ トワー ク管理 機能

  *:[BM, PS・55, PS V, oS `2は

    IBM Corp.の 商標 、

        注:各 国語 対応 のoS・2*を 使 用す

          る ことに よ り、欧 米[a[語間 、韓

          語 、中国 語へ の翻 訳 可能

 問 合せ先 エ ンサ イ クロ ソフ トエ ンジア リン クサ ー

            ビ ス株式 会 社

            q】 本 ア イ ・ピー ・エ ム〔殊o

ミ 萎 菖顕メモ・-  11醐 鮒 、社

            EnSホ ・ソトライ ン

            i〔}3,52〔}0.〔}fia2

羅
 校閲青
 ●WRのffiN

團    用踏の蟹理者

    ○棄腫録腰の一括竃鳳
    ●piの蟹理
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新製品の紹介

暎 翻訳ソフトTransLand

ブラザー工業株式会社

1.新 製品 開 発の背 景

 当社 では 米 国 と英 国の海 外工 場 へ送 る トキ ュ メ ン

ト作成 のた め 、大 型汎 用 計算機 と ワー クステ ー シ ョ

ン上で トキ ュ メ ン ト作成 支援 シ ステ ムを 開 発 して 、

運用 して き ま した,

 この システ ム は国 内で 設計 した事務 機 器 、電 気製

品等 を海 外 工場 で 生産 す るた め に必 要 な トキ ュ メ ン

トを 作 成 し、 リア ル クイムて送 付 す るた め の もので

す そ の際 に 、 日本文 を英 文 に翻訳 す るた めに 、 日

英翻訳 支 援 ソフ トを 開発 して 、 支援 システ ムの一 部

と して 使用 して き ま した

 今回 の製 品 は その実 績を 基 に 文法 ・辞 書 を よ り一

般 向け に手 直 しを して、 さ らに パ ソ コ ン用 に処理 フ

ロ グラムの 高速 化、小 メモ リ化を 計 った ものて す,

 周 知 の よ うに 、パ ソコ ンの性 能 が 向上 し、価 格が

低下 して 、 …般 の ユ ーザ ーが パ ソ コ ンを操 作す る機

会が増 え つ つ あ ります,従 来、 ワー クステ ー シ ョ ン

て行 ってい た処理 の 中に はパ ソコ ンで ト分 行え る も

の もあ り ます そ こで 製品 化 の コ ンセ フ トは

 ・個 人ユ ーザ ーが 手 軽 に使え る

 ・翻 訳精 度は 従来 の ワ ー クステ ー シ ョン クラ ス並

  か それ以上

 ・シ ンフルで 使 い 易いユ ー サ ーI F

と しま した

・ユーサー辞書登録

 ユーザー辞書に登録可能な品詞は、サ変、名詞、

動詞、形容詞、形容動詞、連体詞、副詞、文頭接続

詞、助数詞です

 翻訳のユーザー辞書を登録する時は、一般になじ

みがない文法情報や意味情報を入力 しなけれはなり

まぜん1ま た、ユーザー辞書登録で入力できる情報

の範囲を広けすぎると基本辞書に作用を及ぽし思わ

ぬところで翻訳精度が落ちる場合があります.

 そこて社内の運用経験を基に、入力できる情報の

範囲をユーザーに不自由を感じさせず、かつ基本辞

書に悪影響を及ほさないように設定 しました

 また、辞書情報を入力する際にはつねにオンライ

ンヘルフか表示されるようにし、柔軟にユーザー辞

書登録を行えるようにしました,

・簡 易編 集 ・表示機 能

 翻訳 す る 日本文 、翻 訳 され た英 文 を表 示 ・編集 す

る機 能 は シ ンフ ルで初心 者が す くに 使え るよ うに最

小 限の 機 能 に しま した 後編 集 や 校正 等 は 各ユ ー サ

ーが使 いなれ た ワー フ ロやDTPソ フ ト上 て行 って

もら うよ うに しま した

 基 本的 な操 作 はMS-DoSテ キ ス トフ ァイルを

読 み込 ん た後 に 翻訳 と出 力を 行 い ます

2.製 品 の特 徴

・高 い翻訳 精 度

 上述 しま した よ うに 、大型 汎 用計 算機 また は ワー

クステ ー シ ョンで開 発 され た ソ フ トウ ェアを 、基 本

性 能を 落 と さず にパ ソコ ンに移植 しま した

 翻訳 方式 は 、意 味 トラ ンス フ ァー方式 で す,

 文法 記述 言語 は、 従来 の文法 記 述言 語 を 処理 速度

と記述 の適 正 の観 点 か ら 見直 し、新 た に開 発 しま し

た 、また 、同 時 に辞書 情報 も大幅 に 改良 しま した 、

これ によ り ワー クステ ー シ ョン クラ スの 高 い翻訳 精

度 を保 った ままパ ソコ ンへ の移 植 が可 能 とな り ま し

た

・その 他

 主 な 日本 語FEPに 対応 しま した 、ATOK6、

7、8、WXn、 松茸 、及 ひMS-KANJIは 翻

訳 ソフ ト側で 自動設定 を 行 い ます

3.今 後 の 予定

・他の パ ソ コ ン
、oSで の製 品 化

・分野 別辞 書 の製 品 化

等 を 行 って い く子定 で す
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製品の仕様

動
作

環
境

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

仕

様

対象機種

CPU

メ モ リ

HDD

OS

辞書

翻訳方式

翻訳速度

処 理 モ ー ド

出力

その他

NEC PC98シ リー ズ

80386SX以 上(推 奨80486)

プ ロ テ ク トメ モ リ5MB以 上(推 奨8MB)+メ イ ン メ モ リ640KB

i6MB以 上の空 き容量

MS‐DOS Vera.3x,5.Ox

基 本 辞 書 約43,000語

ユ ー ザ ー 辞 書 語 数 は無 制 限 、但 し メ モ リに よ っ て 制 限 され ます

意 味 トラ ン ス フ ァー 方 式

一 文 5秒 ～ 数 十 秒 (80486/33MHz)

  (文 の 複 雑 さ に よ っ て 変 わ り ま す)

一 文 入 力 ・翻 訳/MS-DOSテ キ ス トフ ァ イ ル逐 次 翻 訳

/MS-DOSテ キ ス トフ ァ イ ル ー 括 翻 訳

MS-DOS日 本 語 テ キ ス ト/MS-DOS英 語 テ キ ス ト

/MS-DOS日 英 対 訳 テ キ ス ト

ユーザー辞書登録機能/フ ァイル管理機能/テ キス ト表示

〈価格〉

〈問い合わせ先 〉

TAKERU価 格 ¥39,800円(税 込 み)

パ ッケ ー ジ価 格 ¥49,800円(税 別)

ブ ラザ ー 工 業 株 式 会 社 TAKERU事 務 局 酒 井

TEL O52-824-2493
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新製品の紹介

英 ・日翻訳支援 ソフ トウ ェア LogoVista E to J

ロゴヴ ィス ク株 式会 社

【よ う こそlx)goVista E to Jへ 】

 u)goViSta E t(, Jは 、英文 を和 文 に翻 訳 す る電子

翻訳 システ ムです 、ワー プ ロなどで 作成 され た英 文

テキ ス トをLog(,Vista E to Jに 読み 込 む だ けで 、和

文テ キ ス トに翻訳 で きるた けで な く、翻訳 意 図 に合

うよ うに、 い ろい ろな解 釈 の 日本語 訳 を選 択 で きる

機能 な と、 よ り緻密 な翻訳 作業 を 支援 します 、

【現 在 ご利 用 のパ ソコ ンで稼働 します 】

 従来 の 当社 製 品 は必 要 メモ リ16MBI:,(上 とい う大

規模 シ ステ ムを要 求 して い ま したが 、 この 度の 新製

品て は最 小8MBで 稼働 す るよ う改 良 され ま した 勿

論、t規 模 システ ムで はよ り快適 に動 作す るよ う設

計 され て い ます 、現 在 、以 下の ハ ー トウ ェア環 境 に

対応 した 製 品を提 供 してお ります

隔cint∩sh版

必要 シ ステム

  ● 本体  11aciutcash IIシi一 スiJ,降

       Powerhx)kl4i}以 上

  ●oS  漢字talk7以 降

  ● システ ム メモ リ 8MH以 上 推奨

一こ 駒i
lldGws版 朔S-[X)S)

  必要 システ ム

    ● 本 体  日本 語Windows3. lJが 使用 可能

         なNELPし98【}0シ リー ス

    ● システ ム メモ リ 8MB以 上 推 奨

:二Wind(⊃ws版 ix)S V)

  必 要 システ ム

    ●本 体  日本 語Windows3. IJが 使 用可 能

         な[BM PCAT互 換機

    ● システ ム メモ リ 8HB以 上 推奨

以 下 に 、 矧acintosh版V2.〔}の 主 な 機 能 を ご紹 介 し

ます

【英 文 テ キ ス トを 入力 して翻 訳iま す 】

  メイ ン う いん ど うの[英 文 テ キス ド ホ ・・ケ

スに直接 英 文 を 入力 す るか 、あ らか じめ ワー プ ロか

エ テ ィ タて 英 文を 作成 しテ キ ス トファ イルに 保 存 し

て お いて 、 これを 読 み込 むか の いず れ かの 方法 を と

ります

[和文の形式を選択できます】

  翻訳意図に合った翻訳結果を得ることを目的に

次のような和文の形式を選択できます

    二 普通体・会話体

       英文テキス トの中に呼ひかけのよう

       な文章がある場合、翻訳 した和文を

       普通体にするか会話体にするかを選

       択

    二 和文の文体

   一～た調」、 ～である調、1、 ～

   てす調」の3つ から選択

口 固有名詞表示形式

   一英語のみ」、P日 本語 嘆 語L

    日本語のみ」の3っ から選択

  冠詞theを1そ の)で 表示

   冠詞theを 日本語 〔その)と して訳

   出するか省略するかの選択

【翻訳する速度と精度をコントロールできます】

 翻訳支援 システムの最大目標は、より精度の高い

翻訳結果を提供することにあります、しかし、翻訳

対象である英文が長 くなれはなる程、また複雑さが

増す程、大きなメモIl空間を必要とし、処理時間も

かかることになります 一 与、パソコンの実装 メモ

リはユーサによって異なり、実装メモリサイズに応

じた能力を発揮できるようにユーザ側で選択できる

ようにしたのがこの機能です

 翻訳速度を速める設定を行うと、優先度の高い解

析に絞 り込む機能が働き始め、さらには自動的に文

章を分割する機能が働き始めます 、この機能は長文

一18一



になる程効果を現 します.そ の結果として、翻訳速 【独特な語彙をユーサ辞書登録 して翻訳できます,】

度が速くなるということですので、実用的な観点か

ら選択していただくことを期待 しています,平 均的

には21}程 度(0～100の 選択が可能)で 試され

ることをお勧め致 します,

 【英 文 や和 文 の レイア ウ トを選択 で き ます 】

 翻訳 を終 え た英 文 と和文 の 表示 レイア ウ トを 「フ

ォーマ ッ ト済み)と 「対訳 」 の2つ の 形式 の いつ れ

か に選 択 す るこ とが 出来 ます,「 フ ォマ ッ ト済み 」

は英 文の レイア ウ トと同 じ レイア ウ トで和 文を 表 示

します 他方 「対訳 」 は それ ぞ れの 英 文 と これ に対

応 す る和'文が 左 右 に並 ん で表 示 され ます 、尚、 印刷

す る際 も、 この いつれ か に設 定 した レイア ウ トで印

刷 され ます 、

【語句の別な訳を簡単に入れ替え出来ます】

ある単語が意図していた言葉に翻訳されていなか

った場合、別訳語機能で、その単語の別訳語を捜

し出し、翻訳された日本語と入れ替える事ができ

ます また、今後同し語句を同じ訳語て翻訳 した

い場 合、Macintosh版 では自動的にユーサ辞書に

登禄することで、選択 した訳語で常に翻訳させる

こともてきます

【別な解釈で再翻訳させることもできます】

システムでは、一般辞書、専門辞書、ユーサ辞書

なとを参照 し、最適と思われる日本語訳を作成し

ます しかしこれが意図していたものと違うとき、

別な解釈の日本語訳を表示し選択出来るよう、別

解釈機能が用意されています

【品詞を 設定 して 翻訳 させ る こと も出 来 ます 】

英 文を翻 訳 す る際 の解 釈 の違 いに よ って和 文 もか

わ って きます 、と くに あ いま いな文 や 複雑 な1文で

は い く通 りか の解 釈 がで きます こ う した と き、あ

らか しめ英 語 の語 句に特 定 の 品詞 や ク ルー フ化 の

設定 を 行 って お くと、翻 訳 意 図に そ った 和文 を速

く作 り上 げ る ことが で きるよ うに な ります

:品 詞設 定]メ ニ ュー には 、 名詞 、動 詞 、形 容詞 、

副詞 、グ ルー プllフ レー ズと して扱 う)、名詞句 、

動 詞 句 、形容 詞句 、副詞 句 、前 置 詞 句 、英語 の まま 、

一一般辞書や専門辞書を使用しても翻訳意図に合 わ

ない語句がある場合、お使いになる方が独自英 語

の語句とその日本ご訳をユー辞書に登録してお く

ことで、意図にあった翻訳を行うことができます 、

ユーザ辞書は必要に応じて作成 し、ロードする こ

とにより利用できます,Naciutosh版 では複数の ユ

ーザ辞書を組み合わせて同時に利用することが で

きます また、使用する優先順位 も自由にきめる こ

とができます 、

【システムには学習能力があります 】

編集に使用された英語の語句の特定の意味と品 詞

の使用頻度を統計ファイルに保存するようにな っ

ています.これにより、ある意図で翻訳を行えは 行

う程、利用される方にあった和文を導きたされ る

ようになります

【2つの 形式 で 翻訳 結 果 の保 存が て きます 】

 翻訳 した英 文や 和文 を フ7イ ルに保 存で きま す

フ ァ イルに 保 存す る と きは 、つ ぎの2つ の形 式 の い

ず れか て 保 存て きます

 ■ 文書 フ"7イ ル

  シ Tム 専 明の フ ァイル て、たの ア ブllケ ー

  ン ヨン ソフ トては 活 用で き まぜん1

   この フ ァイル には英 文 テキ ス ト、和 文チキ

  ス ト、翻 訳環 境 に 関す る情 報が す へて 保 存 さ

  れ ます

 ロ テ キ ス トフ ァイル

 [英 文 テ キ ス ト」 ボ ・・クスの 英文 を へscn文 字 で

 [和-文テ キ ス ト1ボ ッ クスの和文 を シフ トJISコ

 ー トy'`'Kfて保 存で きます1

  また 、保 存す る内容 も英 文の み 、和 文の み 、

 英和 文 、未 知語 の4種 類 か ら選 択で き ます

 これ らの フ ァ イルは ワー フ ロな と他の γ ブ リ'r

 一 シ ョンソ7ト に読 み込 ん で活 用す る こ とか て

 き ます なお 、 この形 式で711ン ケに印刷 す る

 こと もで き ます 、

この製 品 に関 す るお問 い 合わせ は

 ロゴウ ィス タ株 式 会社 ・電 話03-56968531)
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KB&KS国 際会議

言 語 処 理 研 究 の 動 向

 K随KS吠 規模知識べ一スの構築と共用に関する国

際会議)は12月 ト2日 、東京新宿の京王プラザホテ

ルで情報処理開発協会の主催で開催された,こ の国

際会議では 「言語処理」についてのセションが設置

されたが、その要約を報告したい,

rP「 自然言 語処 理 の現状 と未来 」

              〔京 大 長 尾教授)

 自然言 語 処理 には どの よ うな種類 が あ るか とい う

とテキ ス トの記 憶 と処理 、形 態 素解 析 、シン タ ックス

セ マ ンテ ィッ クス等が あ り、それ か ら知 識へ とつ な

が って い くわ けで あ るが 、解析 技 術 は どの レベ ルま

で 来て い るか と い う ことを 述 べ たい 、形 態素 解 析 は

日本語 では 単語 単位 で99.8%位 の 解析 精 度が 得 られ

て い る ・ しか し文 を解 析す るとす れ ば シン タ クッテ

クスで もエ ラーが 出て 来 る 最終 的 な文 解析 の 精度

を8{〕-9il%まで求 あ よ うとす れ ば形 態素 の99.8%程 度

て は満 足で きず 、99,95%程 度 まで 高 めね ば な らな い

が これが 今後わ れ われ に課 せ られ た テ ーマ であ る,

これが た め には 分野辞 書 、分野 別の言 葉 の言 い回 し

など に改善 を加 え て 行かね ば な らな いが 、 それ もど

こまて 有効 か 、 もっとオ ー ル ラウ ン トもの でな けれ

は な らな い と云 う事 にな る と並 大抵 の こ とでは な い

とい うこ とに な る これ まで3〔1年以 上 の 歴 史か らす

れは 形態 素解 析 の 分野 は現 時点 で は 出来 る こ とは 全一

て 行 った、後 は%を と こ まで.ヒげ るか にか か って い る

 シンY・`/ク ス解析 につ いて は種 々の 方法 が あ るが

ケー ス クラマ ー とい う手法 で は辞 書 を どれ た け精 密

に作 るか が重 要 に な る 日本語 の解 析 で は デベ ンデ

ン シー アナ リ シスを す る と極 端 に 係受 け 関係が 複雑

に な るが 、 文の 中 に含 まれ る並 列的 構 造を うま く発

見 し、 係か り受 け 関係 を減 少 させて ユ ニ ー クな解 析

結 果 を得 ると い う システ ムを作 るこ とがで きる 私

共て は これをKNパ ーサ と 名付 け、公 開 して い る 、これ

は文節 単 位で97%の 解 析が 可 能 だが これ を99。5%に ま

で も って い くの は中 々難 しい問題 で あ る,

 日本語 の場 合3【)～100文字 か らな る文 では平 均 して

74%の 解 析 精度 が 得 られ る,KNパ ーサ の場 合テ ベ ン

テ ン シーアナ リシスを した後 ケ ー ス ス トラ クチ ャー

に変換 して い くと93%程 度 の精 度 に な る ・.トー タルで

い うと93%掛 け る74%と い う精 度 に落 ち て くるこ とに

な る 、それ に形 態素 解析 を す る と97%掛 けで 落 ち る こ

と にな る 、精 度を上 げよ うと思 えば テ ペ ンテ ン シー

ア ナ リシスの精 度 を99%以 上 にす る必 要 が あ るが 、こ

れ が これ か らの課 題で あ る 、

 文 の解 析 の方 法 は ほぼ確 立 され た と思 うが 、精 度

を11111'ti近い もの に も って 行 くか 、その ため に な にを

す べ きか が技 術 の 課題 で は ないか と思 う、

 解析 面 で は更 に構 文 解析 の 多様 性 とい う問題 も残

って い る 、これ に は微 妙 な ヒュー リステ ックル ール

を 書 く必 要 が あ り、 これを 行 え ば良 い結 果 が得 られ

る,一 つ の 文 には 色々 な情 報 が含 まれ て い るが 現 在

の シン ケ リクス アナ リシ スや セ マ ンテ ィ リ ケス アナ

リシスで は 文 に含 まれ て い る情 報 の僅 か しか解 析 し

て いな い これ らの情 報を う ま く抽 出 して解 析 して

く'Z要 もあ る.

 現在 の 辞書 は格 、 シソー ラ スに関 す る情報 は盛 り

込 まれ て い るが 、 これ か らの辞 書 は あ る単語 につ い

て 云え ば と の よ うな関 係を もって い るか 、マ ルチ ア

スベ ク トの 単語 関 係の ネ ッ トワー クを もった もの に

したて ・いか ね ばな らな い 汎 用の 知識 へ 一 スを 作 っ

て 行 くこ とか 大 切で 、単 語 の辞 書 を ど こ まで言語 内

知 識か ら言語 外 知識 へ広 げ て 行 くか と い うア ブ ロー

チ を考 え て行 く事が 必要 で あ る,

 「自然言語 処理 の解 析 、生成 技 術 の現 状 と将 来 」

             【東工t田 中教 授-)

 バ ー シ ン クの ア ル コ リズムが 世 界 各地 で使 われ 、

シ ン タステ ックな処理 面 で どの よ うな優れ た点か あ

るかれ て きて いるが 、 イル フ ォム トなセ ンテ ン スを

ど う扱 うか〔エ ラーの フ ・r一カ シ ンク ノ、曖 昧性 解 消

の ため に 確率 的 な情報 を 優先 順 位を つ け活 用 して 行

く手法 〔コ ンテ ックス ク ラマー 、テ ー ブ ルの ア ク シ ョ

ンに確率 を ふ る方 法 、エ ラー テー プルの ア クシ ョン

の上 に確 率 を ふ る方法)生 成 につ いて の最 新 の話 題

ワ'ラ ンラ イプ ラ リー、マ ル チ ボナ ー ル ジ ェネ レー シ

ョン♪につ いて の紹 介が あ った,
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 「知識獲得の自動化をあざして」

         丸シェフィール ド大Wilks教 授)

 自然言語処理についてどのような研究がおこなわ

れているか/コ ーパスとしてとりあっかった辞書で

は大型のデータベース、ノレジベースの辞書)その論

点は何かについての説明、大規模知識ベースの構築

噛 動的な辞書の構築をNREか ら作ると云うこと、情

報をコーパスから抽出すると云うこと)知識の獲得、

国際協力 些英語が表現の中心にあり過 ぎるというこ

とから再考する必要がある、この事よりオントロジ

ーの獲得、どのような表現が自然言語に近いか、自然

言語処理を発展せ しめる方法論について、知識べ一

スが文化に依存するという側面、国際協力という観

点からも他の言語に関する知識をどこまで理解 して

いるかを知る必要がある、また技術にどのようなも

のがあるかを知 しり、国際協力をどうのように展開

していくか、大規模知識ベースが自然言語処理技術

から出てこなければならないと強調された。

「テキ ス ト資源 の収 集 」

       1シ!ネ ー ブ大Susan Armstrong)

 コ ン ピュテ ー シ ョン リンク ィステ ィ ヅクに関 して

の新 しい方 向(テ ー クオ リエ ンテ リ ト)と して は コー

ポ ラを 使 う事 であ るが 、コ ーポ ラか ら情 報 を収集 す

る方法(統 計的 、確 率 的 モテ ルか ら)、 その リソー シ

スはな にか 、情 報 の取 り出 し方 につ いて 、また これ に

取 り くんだ 動機 にっ いて(機 械翻 訳 に お いて は ル ー

ルベ ー スで は 良 い結 果が え られ な か った し、ス ケ ー

ルア ッフす る事 も難 しい)の 報告 が あ った。コー ポ ラ

には どの よ うな タイ ブが あ るの か 、現 在 との よ うな

子 ケニ ー クが あ るのか Acquisition)、 どの よ うな

ア プ リケー シ ョンが あ るの か 、 この テ キ ス トリソー

シスを との よ うに 得 るのか 、との よ うに使 用 して行

くの か1ア コ ー トビ リテ ィ)ま た新 しいマ ルテ リク

スプ ロ ジェ ケ ト【、ツ ール構 築 と利 用)に つ いての 発表

が あ った.,

 「MTにお け る知識 処理 」

             UMIST辻 井 教授)

 機械翻 訳 は 「言語 の構造 に注 目 して 翻訳 して い こ

う」 と云 う言語 学 か らの ア プ ロ ーチ,Linguistic…Ba

sed MT)「言 語が 表 現 してい る もの 、 あ るい はそ れを

理解 す る ことに よ って翻訳 しよ う とす る」方法 〔Know

ledge-Based YT)、 更 に「人間 の翻 訳 家が 作 り出 した

翻訳 の コーパ スを基本 的 な枠 組 み と して 使 って 翻訳

す る」方 法IExa叩1ed-Base NT)、「テキ ス トにみ られ

る統 計的 性 質 を抜 き出 して翻 訳 しよ うとす る!Stati

stics-Based瓢T)が 提 案 され て い る 、

 この4つ の枠 組 みが 「機 械翻 訳 と知 識 」とい う観 点

か らどの よ うに 整理 で き るか 一 また機械 翻 訳で や っ

て き た ことが 大 規模 知識 べ 一 スに との よ うに役 立っ

のか 、言 葉 と知 識 の結 付 き、ナ レジヘ ー スとテ キ ス ト

ベ ー スを どの よ うに噛み 合わ せ るか が現 在 の研 究 の

焦点 にな って い る,

 知 識 とは非 常 に抽 象的 な もの で 、 人に よ って捉 え

方 も異 り記 述 表現 も違 った もの に な る,知 識 は 人間

の直 感 や その 分野 にお け る洞察 の よ うな ものを 中心

と して 作 られ る 、従 って 大規模 知識 ベ ー スを 作 るに

して も個 人差 が あ り、系統 的 な知識 べ 一 スを 作 る事

は で きな い と い う問題 が あ るn知 識 に迫 る には再 度

言葉 の 問題 に戻 って言 葉 か ら知 識 に ア ブ ローチせ ざ

るを 得 ない 。 と ころが言 葉 も実 際 に は シ ンタ ッ クス

まで は安 定 した理論 はで きて い るが 、言葉 が な にを

表現 して い るか とい うと個 人 差が 出 て安定 した意 味

に関 す る理論 が 出来 な い とい う問 題が で る 、結局 言

葉 か ら知 識 に迫 って 行 くときで も具 体的 な言 語 デ ー

タを 活用 し知識 に迫 る しか ない 、

 言 葉 と知 識 は対 応 して いる と思 わ れて きたが 、言

語 間で は それ ほ ど きれ い に対 応 は して は いな い 、今

まで は ナ レ ジベ ー スの概 念 は英語 中心 にあ らわ され

て きたが 、言語 別 に並 べ 、比 べ る と言葉 の概 念を も っ

と相 対 的 に 、客観 的 にみ る ことが 出来 るよ うに な る 、

 Linguistic-Based MTも 言語 構造 の対 応面 の み に

と らわ れ て 意味 の部 分 が抜 け落 ちて しまう,言 語 が

表 現 して い る もの に まで立 ち入 って 考え て行 く'Z要

が あ る,言 葉 と それが 表現 して い る対 象 との 間 に柔

軟 な関 係が あ るの で あ る

 また単 語 が 知識 の単 位 を構 成 して い るた けで は な

くひ とつ の フ レ イスに 対応す る こと もある1翻 訳 の

ユ ニ ッ トは知 識 の ユニ ・・トと関 係 して い る こと もあ

る 翻 訳 の 単位 には二 つ の違 った単位 が あ るが 、Exam

p且ed-13aseと かKnowledge-Based、 Llnguistic一 正知sed

で それ ぞ れ違 った よ うに捉 らえ られ お り、 この 翻訳

の 単位 を 考 え直 す 必要が あ る,知 識 と機 械翻 訳 とい

う観 点 か らす る と言語 の単 位 と知識 の 単位 の相 互 関

係 を考 え て 行 く必要 が あ る,
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機 械 翻 訳 支 援 に 関 す る ワ ー ク シ ョ ッ ブ

 日米科学 技 術協 力協定 に 基つ いて 機械 翻 訳 システ ムの研 究 開発 、 評価 、有効 な利 用方法 につ いて 日米 両 国の

専門家 に よ る研究 発 表 、討論 、情 報 交換 を 行 うた め科 学技 術振 興 調 整 費の 重点 国際 交 流 に よ り 機 械翻 訳 支援

国際 ワ ー ク シ ョッ フ.か 開催 され た

 臼崔は科 学技 術庁 、{社)科 学 技 術 国際 交流 セ ン クー 後援 は カ ー ネキ メロ ン 欠学機 械翻 訳 セ ン クー 及ひ 米

国商 務 省技 術 管理 庁技 術政 策 局 日本技 術課 、会 議 期 間は93年11月22～24日 の3日 間 、場 所 は 米国 商務 省rワ シ ン

トンDC!て 行わ れ た

 日 本側 か ら有本科 学技 術 庁科学 技bfrC報 課長 の 開会 の挨 拶 、米国 側か らP, G。 Yosh lda商 務 省 日本技 術 課長 の

歓迎 の挨拶 が あ った後 、熱 心 な 討論か 展 開 され た

 日 粗Z庁 の 発表 音 及ひテ ー マは つ きの通 りで あ るL発 表 順)

第lB目 6ANTの 曖昧 さ解 消法 」{T. M i tamurx&E. Nトber又CNU)、 「日本語 の形 態 素解1斤と構 文解 析 に お け るED

R電r"-iヒ辞 書 の実 験 的使 用 につ いて 目 田 中 東工 大)、r日英機 械翻 訳 に お け る意 味解 析 と意味 辞 書」{池原NTT情

報通 信網 研究 所)、A[3MTの 評 価法"、 J.じhrh)llellCMU)、 、¥HAにお け る機 械 支援翻 訳 一一研 究 の将 来 展望 と実 際 の使

用 にっ いて.1江 原tiHA放 送技 術 研 究所)、一定義 と研究 の優 先順 位 の ため の 申 し立 て 一LM, VascOIICellos、 矧Tへ会 長 〉

機械 翻訳 の ため の 会話 翻訳 とその かか わ りあ い1D. Farwell二.、 一 メキ シコ 大 ♪、-Expen皿ent1Klg with Lexlca

lSe肺mtlcs illld Sきnchr{mout Ta只s、〔A..ioshl&M. Pal田erヘ ン シルハニ ア 大,、 構 文解 析 にお け る ヒュー1[ス

チ ・・クの 多様性 一k長尾 京大)、lP}ulgi(DssとM監kr(}msの 機 械翻 訳 フ ロ ジェ ク トーlS.¥irenberg CCU)、 Pallglossに

お け る意味 処理 の観 点!E.Hovy南 カ リフ ォルニ ア 欠♪、総 合討論

第2日 目  自動 後編 集」(6,Kmght南 力Ilフ ォルニ ア大)、一中 間 言語 翻訳 の ため の辞 書 見出 し語 の 構築 一i気B.

lX)rrメ リー ラ ン ト友)、・ハ イ リ ンカ ル コー ボ ラか ら翻 訳規 則の抽 出 」〔松 本 奈良先 端技 術 大学院 大)、 EUk電 子

化辞 書 の現 状 と将 来計 画一」〔横井EUR研 究 所)、[機 械翻 訳研 究 の ため のLUI;リ ソー ス.i R. FlIlchメit一 ラン ト大 ♪

」[CST頻 度 付 き辞 書 とハ イ リンカル コ ーホ ラ 、`芦崎JICST)、 た規 模 知識獲 得.(S, Helmreich二,一 メキ ン コ

い 、機 械翻 訳 評価 方法 論 、1野村IL Lei、 日米 対話に お け る イクザ ンフ'レへ 一 スの翻 訳 一1飯田ATk)、 自然 な

会話 に おけ る機 械翻 訳 」佳.Levin CMU〕、総 合討論

第3日 目 会話 翻 訳 にお け るマ ンマ シン帽 互作 用.1榑 松 電通 大)、 国 際 ぎ語協 力体制 」lY.騎llksシ ェフ ィル ト

ベ)、機 械翻 訳 にお け る知 識へ 一 ス処理 、1辻井1:MIST)、 総 合討論

・ニま と め

 機 械 支援 翻 訳 に 関す る最 新の 研 究【言語 処理 や 知識 の 獲得 、文例 、単語 辞 書の 構築 等)に つ いて 発表 か 行わ れ 、

活 発な 質疑応 答 が 展開 され た ・人あ た り3〔〕分程 度 の短 い時 間 では あ ったが 、日米 の ト・ノフ レヘ ルの研 究 者 と討

論 、uE3 JL換 が 行わ れ た ことは 大変 有意義 な ことて あ った また 、英国か ら2名 の 研究 者 を招 待 した こと もX

好評 て あ った

 研 究 苛間 て最 も関心 が高 か った の は'研 究 資源 の共 有'て あ り 多 くの 時間 を その 討論 に 費や した EI)Rや

京 メく、ATRを 中心 と したい くつ かの プ ロ シェ ク トて は行 われ て い るが 、 人的 交流 や研 究 テ ー タの蓄 積を は し

め 各側面 に お いて は未 た 未た 不 モ分で あ り、 今後の 課題 と して 次の ものが 提起 され た また定 常的 に論議 を続

けて 行 く必要 性 も指 摘 され た

1詫 語 資源 の共 有 ・共 用 〔コー ハ ス1文 例 ♪語彙 、辞書)

1標 準 化の推 進 〔作成 〔例SGML)ク ク、語彙 変換)

sソ フ トウLア の 相互 利 用 〔研究 へ 一 ス、 商用 へ 一 ス)

4部 分 言語 、 制限rq Q吾の 設計 等の 共 有1言 語 情報 〔文法 等))

5翻 訳結 果 、 翻訳 システ ムの 評価 手法 の 国際 的検 討 の推 進

fiH本 に も研究 者 間の 交流 、テ ー クの 蓄 積等 の 中心 的機 関 とな る 自然 言語 処 理の 研 究 セ ン クーの 設立 が必 要 、

な お詳細 に つ いて は3月 に 報告 書 に ま とめ られ る事 に な ってい る
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科 学 技 術 研 究 調 査

 総 務 庁統 計 局 は12月10日 平成4年 度の 「科 学技 術

研 究調 査 」の概 要(速 報版)を 発表 した 。この調 査 は 昭

和28年 以来 毎 年行 わ れ て い るが その一部 を抜 粋 して

報 告 した い.

 研 究費総 額 は14兆 円弱 ……平 成4年 度 の研 究 費総

額 は13兆9095億 円 、国民 総生 産 の2.98%を 占め る。 こ

れ は3年 度 に比 べ1380円 増 加 したが 、景気 後 退 の

影 響 を うけ て伸 び率 で は1%と 調査 開始 以 来最 低 の伸

ひ に留 ま った 、ち なみ に63年 度 は 跳 、平 成 元 年度 の伸

ひ率 は10%を 越 え て いた,し か し10年 前 の57年 度 に比

べれ ば2倍 の金 額 とな って い る 、 この 内 自然 科学 部

門 の研究 費 は91.9%で あ る 、

 これ を主 体 別 にみ ると会社 等 が9兆5607億 で総 額

の68.7%を 占め て い るが 、対前 年 伸 び率 は▲1.9%、公的

研 究機 関1兆7725億 構 成 比12.7%、 伸 ひ率9.4%、 大学2

兆5763億 構 成 比18.5%、 伸 び率7%と な って い る。

 人件費 が45%… … 研 究費総 額 の 内 人件 費 は44.8%を

占め て い るが 、最 近10年 間で は縮 小傾 向を た ど って

い る一主 体 別の 人件 費比 率 は会 社等 で41.1%研 究機 関

32.7%、大 学67.1`tiであ る。ま た原材 料 費 は総 額の16.7

%、有形 固定 資 産購 入 費が14%、事務 費 、通信 費 、図書 費

光熱 費 等の そ の他 経 費が24.4%と な って いる 、

 研 究 従事 者 は総 数98万37〔)U人 で 、前年 比3.2%の 増

加 であ る、 その 内訳 は研 究 の基幹 的役 割 を担 う研究

本 務者 が66万660〔,人67.8%を 占め 、技 能 者10万8100人

{構 成 比11%)研 究 補助 者10万7〔)00人cl〔1.9%)研 究 事務

者 等1【〕万20〔〕〔1人G〔1.4%)とな って い る 、

 研 究本 務者 は会 社等 で35万64〔1〔1人(構 成 比57.3%)

で あ るが 、研究 費 の 削減 に も拘 わ らず前 年 比46%の

増 加を示 して お り研 究機 関 、大学 の 増加 率 を上 回 っ

て い る.研 究機 関は4万4000人(構 成 比7.1%)、 大 学22

万2000.1135.7勧 で あ る。

 自然 科学 分野 の研 究本 務者 は54万3300人 、会社 等

が64.9%、 研 究機 関7.3%,大 学27.7%の 構 成 で あ る。

 専 門分野 別で は電 気 ・通信 分 野が12万470〔}人 で最

も多 く全体 の23%を 占め 、会 社 等 で11万2〔〕00人、研究

機関3400人 、大学9300人 が研 究 に 従事 して い るJ

 一 人当た りの 研 究 費… …研 究本 務 者一 人 当 た りの

研究 費 は平均2235万 円、会 社 等で2675万{前 年比 ▲6.2

%)研 究機 関4〔〕29万〔前年 比7.1%増)、 大学1160万{前 年

比3.7%増)と な って い る。

 会 社等 の 研 究 費… …産 業別 に 見 る と総 額9兆5607

億の 内製 造 業 が93.8%の8兆9711億 、運輸 通信 公 益事

業 の3098億13.2%)建 設 業2435億 円12.5%)の 順 とな っ

て い る.製 造 業 内訳 で は通 信 電子 電気 計 測器 工業 が2

兆2531億c構 成 比23.6%)電 気 機械 器具9674億qO.1%)

で断 然 多 く、 化学 工 業1兆6047億q6.8%)輸 送 用 機械

工 業1兆4986億q5.7%)と な って い る 、

 売上 高 に 占め る研 究費 の比 率 … …全 産業平 均 で は

2.83%で あ るが 、10年前の1,6倍 に な って い る 、これ を

産業 小 分類 別 にみ る と医薬 品工 業が8.7%と 最 も高 い

が これ も10年 前 に比 べれ ば1,6倍 にな って い る,

 通 信 電子 電 気 計測 器工 業 は6.42%、 電気 機 械器 具 工

業5.66%で 、と もにiu年 前 の1,4倍 にな って い る 、自動

車工 業 は3.54%、 精密 機械 工 業 は5.79%、 もっと も低 い

のは 農林 水 産業 のO.28%で あ る 、

 会 社等 の 国際 技 術交 流1技 術 貿 易)… …平 成4年 度

の技 術輸 出は8201件 〔前年 比1.72増)、 受取 額 で3777

億(1.9%増)で あ る 、受 取額 の推 移 は平 成元年 で33.7%

と大 幅 に増 大 した もの ＼円高 の影 響 で2年 度3。{}%、3

年 度9.2%.4年 度 は微 増 と な った,

 技 術輸 入は4年 度 は件t8126件(前 年 比9.7%増)、 支

払額4139億 〔4.9%増)で 、h2年 度 以 降増 加傾 向を た と

って い る,技 術収 支面 で は平成 元年 に収 支 が均 衡 し

た もの ＼2年 度1.1倍 、3年度1.07倍4年 度は1、1倍 と 支

払 超過 が 続 い て い る,

 電 子通 信 電気 計 測器 工 業 に関 して云 え ば技 術輸 出

は1219件 で 総 数の14.8%を 占め 、受 取額 は757億 で20%

を 占め る 技 術 輸 入 は件数 で1949件 〔総 数 の24%)支 払

額 は1367億 で 支払 総 額 の33%を 占め て お り、収 支 倍率

は1,81倍 に達 して い る。

 技 術 輸 出先 は米 国が1190億 で 、受取 額 の29.6%と 最

も多 く、次 いで韓 国394億clo.4%)台 湾 を含 む 中国382

億q{〕.1%)英 国248億cs.6%)タ イ245億C6。5%)シ ン

ガ ポー ル240億Cfi.3%)マ レー シア167億(4.4%)イ ン

トネ シア131億13.5%)と な って い る

 技 術輸 入先 と して は 米国が2922億c支 払 総 額 の7U.

6%で 極 って 多 く、つ いで ドイツ234億6.fib)オ ラ ンケ

224億(5.4%)フ ラ ンス2119億(5.III)イ ギ11ス 、スイ ス

が それ ぞ れ166億 で4%と な って い る 、
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『 ト ピ ッ ク ス 』

 翻 訳会 社数 ……%シ ェ スコー ポ レ シ ョンか 電話 帳

を使 って調査 した 所 によ る と 日本 の翻訳 会 社 数 は93

年 にお いて1763社 て あ った これ は91年 に比 へれ は

362社125.8㌔ 増)と な る この 内東 京都 に は997社 〔構

成比5fi.6`ti)神奈 川139社(7.9%}埼 玉47社12.7° 。)千

葉58社(3.3'b)て 、首都 圏に70.4%が 集 中 して い る t

阪 府は2116社 、 京都 府49社 、兵 庫 県73社 で 、近 畿 圏内

は18.6'tiのウエ イ トとな って い る  .iTF会報 よ り)

 翻 訳会 社 での 翻訳 受 注分野 …… 難 ア ル クが93年7

月に ア ンケー ト調査 を 曳92社対象)実 施 した結 果 、受

注 分野 別に は機 械分 野68社 、コ ン ビ,L一 ク分野67社 、

契約 書 関連63社 、電気 分野57社 、経済 分野52社 、電 子

通f言・自動 車 が それ ぞれ52社 、医学 薬学 が49社 、半 導

体48社 の 順 と な って い る 今後 有望 分野 と して もコ

ン ビュー ク、工 作機械 、電 子 、通 信 分野 か あけ られ て

い る

 会 社規 模 と して は従事 者5人 以 下が55.4%、111～19

べが11.9%、2〔広 以上 は2.2%で あ る1反 面 登録翻 訳 者

数 は1〔〕{広以 上 の会 社が91.3'b、50～99人 が14.1%、2{〕

～49べ が18 .5%と 多くの 人、材 を抱 え て い る {翻訳 辞

典 よ り)

 機 械翻訳 システ ムの導 入状 況 … … 同 しく92社 で 機

械翻訳 システ ムを導 入 して い る企業 は15.2%、導 入予

定が5.4%、 導 入 して は い るか 使 用 して い な い とい う

企業2.2%、検 討 中が38.1㌔ 、導 入 の 予定 な しが39.toと

な って い る そ して 導 入の 予定 な し企 業 は「導 入 コ ス

トと メ リリ トが釣 り 合わ ない」 「機 械 翻訳 は業 務 内

容 に な しまない. 自社業 務に利 用出来 る システ ム

が な い 、 「機 械 システ ムを使 いこ なせ る 人材 が いな

い 」とい う理 由を あ げて い る  1.93翻訳辞 典 よ り}

 2(11Q年の海 外 直接投 資 … … 日本の海 外直接 投 資 は

ア ジア、 中南 米を 中心 と した比較 劣位 型産業 の 海 外

展開(.1965-75年 〉、北 米 を 中心 と した カ ラー テ レ ビ

や 自動車 に代表 され る貿 易摩擦 を契機 と した比 較優

位産業 の海 外 展 開q976-85年)に 続 き、現 在 は世 界市

場 を 前提 と した クローハ ル化q986-一)に 入 って お り

今後 と も一 層進 展 す るた ろ う 、 日本 、北米 、ECの 市

場 は均 質 化 してお り、技 術革 新 に伴 う巨額 の投 資 資

金 に 見合 う規模 の市場 や企 業 間の協 力関 係が 必 要 に

な るこ とか ら世 界市場 や経 営 資源 を前 提 とす る企業

戦 略が もとめ られ る 、生 産 拠点 の選 択 に当 た って も
 生産

コ ス ト志 向立地 」 か ら'消 費地 立地 」 へ と志

向 して い く 90年 度 に お け る 日本 の海 外生 産 比率 は

h'ti強と推 計 され て い るが 、米国 の25%〔88年)ト イ ツの

17%し86年)に 比へ れ は未 た に低 く、201(1年に は 日本の

海 外生 産比 率 も20'b近 くまで増 大 す る もの と予 測 し

て い る

 2{liO年の技 術予 測 … …現 在先 端 基盤 技 術 と して研

究 開発 に取 り組 まれ て い る もの ＼実 用化 時期 に つ い

て は電 子情 報 関 係で は ハ イオ セ ンサ ーが?000年 、並

列 コ ンピ ュー ク、テ ラ ビッ ト光 フ ァイル等 が2〔IIU年、

自動翻 訳 シ ステム 、ハ イ オ コ ン ピュー 々か2【12【陣 、 ・

ニ ュー ロ コ ン ピ」一 クか2〔}3U年と予 測 され て い る 、

 また基盤 技 術 の 市場 規 模 は 自動翻 訳 シ ステム で年

間1兆 円規 模 と予 測 され て い る

 現在 の 日米 欧技 術 水 準比 較 ては 日本 が 単 独一位 が

ニ ュー ロ コ ンピ1ク 、テ ラ ビ ・ ト粍メモ リな と 、日本

並 ひ… 位が 自動翻 訳 シス テ ム、バ イ ォ コ ン ビ」一 マ、

超並 列 コ ン ヒュ ー クな と 、日本二位 には ・・一チ ャル・

リァ リテ ィ・システ ム 等が あげ られ て い る 、

  英 日中工 業技 術大 辞 典 」… … 日中学 識者 共 同編 纂

によ る工 業技 術辞 典 、B5判 、5,{朋 頂 全3巻 、発

売 開始 は平 成6年1月 末 、定価 は108,000円(ti月 末

まて刊 行 記念 特 別価 格98.UOO円 が適 用 され る)発 売

元 はC:.tl工業 調査 会 販売部(雷 〔)3-3817-4706)

 一包括 的 漢字 情 報 テ ー クへ 一 ス、… … 外国 人 向け

の 諜斤漢英 辞典 」 の編 者 と して 知 られ る春 遍 雀来氏

〔シ ャリ ク ・ハ ルヘ ン… 漢字 研 究 者で 翻訳 著 述業 、

在 日イ スラエ ル ベて 当協会 個 人会 員)が 新 漢英 辞

典の 内 容を 中心 に5{}〔}【序 近 い漢字 を 収 容 し、 包括 的

漢 字情 報 テ ー クベ ー スの構 築 に取 り組 む 完成 は94

年末 、将 来 は 日中の語葉 比較 、音 声学 、 意味 論を 含 め

本格 的 な デ ー クへ 一 スに仕上 け る予定

 The LISA Forum」 … …LISAフ 巧・一 ラ ム がIBMト イ

ツ の 後 援 て4月21～22日 に トイ ツ ・ハ イ デ ル ヘ ル クで

開 催 さ れ る.メ イ ン ・トピ ッ ク ス はHTシ ス テ ム 、CATツ

ー ル 、作 業 環 境 で のMT評 価 法 等 で あ る1
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協 会 活 動 報 告

※MTサ ミット組織委員会

 臨時理事会(書 面審査)

運営委員会

財務委員会

編集委員会

企画広報委員会

利用技術研究会(幹事会)

利用技術研究会

システム評価研究会

需要予測検討会

L9月10日)①MTサ ミット開催結果報告②収支報告(3)次回開催地計画

(9月10日)① 事務所移転にっいて②4～8月収支状況報告

18月26日)① 事務所移転先候補審議②4～7月 収支状況報告③下期事業活動計画

(9月21日)① 事務所移転先②賃貸契約③下期活動計画について④翻訳フェア開

      催要請(JTA)⑤ 翻訳の日行事計画

C10月19日)① 研究会開催結果報告②ユーザ講習会開催計画③ユーザ懇談会開催

       計画 ④需要予測検討会の発足

ql月17日)① 事務所移転経費報告②IAMT総会報告及び決議報告③COLING'94寄 付

      金要請審議④94年度事業素案審議

X12月14日)① 研究会活動報告②ユーザ講習会開催案

(8月20日)① 事務所移転先経費案②契約条件審議

U2月20日)①IAHT二a一 ズレター編集委員②情報提供方法

(9月7日)① ユーザ講習会の開催案の検討

(9月14日)① 活動方針の討議②課題設定と担当者の決定

q〔}月8日)① 活動方針の審議②ユーザ辞書の共有化③ユーザ実態調査案④ユー

      ザ講習会テキスト検討④ユーザ懇談会開催案

ql月18日)q)ヒ アリング(講 師佐原氏)② 辞書共有仕様の検討、③ユーザ利用

       実態調査案の検討④ユーザ講習会テキス トの検討

i12月15日)① ヒアリング(講 師堂野前氏)② ユーザ辞書仕様③利用実態調査質

       問項 目の検討④ユーザ講習会テキスト検討

q{}月21日)① 成果発表会の講評の取り扱い②今後の活動方針について③他団体

       研究会との整合性④翻訳困難例文の摘出

X12月19日)① ヒアリングc講 師芦崎氏J② 文献紹介(発 表者亀田氏)③ 翻訳困

       難例文の機械処理について

X10月28日)① 需要予測の必要性②既存調査資料の概要説明③翻訳業界の実態

ql月16日)(1)既 存調査資料の概要②需要予測の方向付け(3)用語の定義とキーワ

       ー ト④人間翻訳業界の実態

x,12月16日)① 既存調査資料の概要②需要予測テーマの絞り込み③需要予測手法

協 賛 事 業

※ テクニカルライティング・シンポジウム (平成5年8月26～27日)新 宿・工学院大学で開催

※ 「翻訳の日」記念行事 ・日本翻訳協会主催(9月30日)講 演会 ・日本翻訳連盟主催qO月2日,講 演会展示会
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